
Title 国防経済欲求の調達 : 国防経済の再生産過程
Sub Title
Author 武村, 忠雄

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1940

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.34, No.11 (1940. 11) ,p.2115(21)- 2151(57) 
JaLC DOI 10.14991/001.19401101-0021
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19401101-

0021

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


. 

食
動
耶
交
通
琳
業
饯
の
改
正
に
就
て•
 

二 

o 

0
1
1
1

四)

,

期

8
觉
路
線
運
行
の
も0
と̂
不
楚
期
*
不
定
路
線
運
行
の
も
の
と
の
地
位
が
主
客
顚
倒
し
て
一
般
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
改
善
に
便
益
が

■ 

與
へ
ら
れ
た
ヒ
と
、
竝
に
、
業
教
に
對
す
る
公
益
命
令
權
の
範
圍
が
擴
大
さ
れ
た
こ
と
が
主
要
な
る
改
正
黠
で
あ
り
、
新
規
な
も
の
と
，

'-
し
て
吒
補
助
政
策
が
主
務
大
铒
の
手
で
行
は
ル
令
に
至
っ
た
ど
と
、

1双
5
.
.業
界
の
發
達
改
善
と.統
制
と
を
行
ふ
餘
.に
組
合
が
利
用

.

.

. 

... 

.. .. 

. 

..*
'. . 

-

■

-

■

-

 

'，へ-
.
r

, 

-
:
.
.
.
-

さ
れ
，.る
に
.至
.ジ
た
と
と
‘、
從
.つ
て
助
長
政
策
と
統
制
政
策
と
：が
主
務
大
臣
の
：手
に
集
中
銃
ブ
さ

.れ
る
.に
室
つ
た
と
と
を
生
た
る
改JE
點

. 

;:

と
す
.る
0
，
之
^l::f

'
に
し
て
き
へ
读
、
從
來
の.樣
制
が
業
#.
.の
實
狀
祀
副
梂
な
が0
產

が

改

め

ら

れ

、
、
强
撺
及
び
組
合
自
治
に
ょ
る 

i

が
强
化
さ
れr;

而
も
直
接
間
接
：の
保
護
助
長
施
設
が
符
は
れ
る
と
ど
.に
尨
ジ
.た
.の
で
あ
つ
€

、
業

界Q.

發
達
向
上
を
來
さ
し
め
る

'.
':爲
の
制
度
と
し
て
：は
ー.隊
.の
瘦
來
進
展
‘を
.見
た
ど
承
ふ
之
ル
が
出
來.̂
。
.併
;1
.之
か
ら
生
：ず
る
：實
際
上
の
效
果
如
何
に
至
つ
.て
は
、1

.■ 

'
'
. 

. 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.
- 

-

'マ
に
官
民
双
方
め
爾
荩
於
け
る
澉
用
の
如
何
に
繫
岑
も
め
と
袞
は
な
け
れ
城
な
ら
故
い
。
，
：

V
.

-

、
-. 

. 

. 

«
•
<
.
.
. 

. 

•
;
)
. 

• 

:
.
.

.

國

防

..經

濟

欲

求

の

調

.達

：

:

ノ

'
 

*
. 

' 

、

.
- 

. 

V 

:

■

.

.

■■
-;
.
. 

■ 

, 

. 

: 

.

'

:

;
1

, 

- 

.

.
-
.
.
'
?

;■
:
.■
;
- 

.

.
'

■■
.
.
.
.
. 

.

‘ 

、
.
'
.

••
' 
.
■
:

ベ

:■
■
■■
■.
-
'
.
.
.
'

 

. 

:

■

,
、-

 

’

.
y
'
:
: 

, 

'

:
:

.

'
武

' 

'
村
'，.
忠
 

'一.
.雄

：

V 

'

■■
.
.
.
.
:.. 
.

.

:

.
、 

/

•. 

V
:

.

.

.

.■■
;

'

.

...
■
' 

' . 
-
 

- 

' 

.

.
,

,

-
• 

• 

. 

- 

• 

• 

. 

• 

• 

' 

.
/ 

. 

' 

• 

• 

• 

• 

• 

. 

- 

- 

- 

. 

' 

, 

• 

.

,

■

'

:
前
驄
に
於
て
吾X 

:は
國
防
經
濟
-'
1
|と
國
隊
經
濟
欲
求
と
：に
靡\̂
¥
論
乜
た
。：

f
i
>次
に
普
々
は
财
何
に
し
て
と
..の
國
防
經
濟
カ
に
よ

.

.

.

* 

-

 

.

.

.

.

 r

 
-

 

.

1

■

 
-

 
•

 
•

 

*

 

»

 

:

•

.

抄
國
防
經
濟
嗍
求
：を
滿
す
緣
の
手
段
亦
調
達
さ
科
る
：か
を
研
究
し

i
ぅ
。
へ：ン

.
: 

- 

§

拙
埽
國
防
經
濟
黎
^

s

}四
篼
十
號
ハ
：■

V
.

,

:

貨
霜
濟
を
前
提
ず
茶
限
り
、.軍
酸
§
、
民
需
"
"授
資
等
<0
:
.
«防
經
濟
欲
敢
’を
赌
ず
爲
の
、手
段
と
し
て
ば
，.單
f
cM -
貨
そ
の
も
の
だ
げ 

で
な
く
、
觅
に
そ
れ
を
購
寶1>
.得
冬
貨
幣
が
必
瘅
で
あ̂

「

腺
ち
，財
覓
.と
貨
幣
'と
：_は

兩
面
を
な
す
の
で
あ
り
、
共
に
必
：要
な
も
の
，：で
：あ
る
b
:然
し
ヤ
ら
適
去
^
於
て
は
貨
幣
手
#

の
_
達
法
'に
重
點
狀
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惹
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由
は
こ
.れ
を
經
濟
組
織
の
構
造
變
化
と
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面
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聯
あ
る
戰
爭
形
態
の
變
化
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き
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あ
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な
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®
財
價
格
•
低

金

利

、
：低«
銀
に
刺
軟
さ
.れ
て
"
や
が
，て
改
良
授
資
が
行
は
れ
、,再
次
景
氣
上
昇
が
.自:»
'的
に
起
る
。
.そ
れ
故
國 

.

家
は
.市

場

經

濟

を

自

由

に

放

.任

し

■
く

も

、
.
そ

の#
生
產
過
程
の
不
均
衡c

景
•氣
變
動
}
は
自
動
的
に
.調
節
さ
•れ
、
自
動
的
に
均
衡
が
囘 

.復
さ
れ
た
，の.で
あ
り
、
即
ち
市
場
經
濟
：の
苒
坐
產
過
程
は
.國
家
經
濟
如
ら
獨
立
し
た
自
律
的
過
程
と
着
做
さ
れ
る
。.

.

.他
方
自
咁
資
本
生
義
に
於
て
は.國
家
經
濟
も
亦
逆
に
市
場
經
濟
か
ら
獨
立
し
た
自
律
的
過
程
と
看
做
さ
れ
る
。
即
ち
市
場
經
濟
に

&

動
的
均
衡
囘
復
カ
於
存
，し
、
圓
滑
に
再
生
產
が
營
ま
れ
る
以
上
、

.敢
ぇ
て
國
家
は
自
ら
企
業
家
活
動
を
營
み
、
國
家
の
經
濟
に
必
要
な

-

 

.

 

.

»

 
.

.

.

.

.

. 

'

*

財
貨
を
調
達
す
岑
必
要
が
な
か
っ
た
。
、寧
、ろ
國
家
は
.國
民
經
濟
內
の
叙
的
企
業
家
活
動
に
法
律
的
保
證
‘を
與
へ
る

こ
と
に
そ
の
活
動
を

.

 

-

 

-

 

.

.
.
.

 

..

..

限
定
す
可
き
で
あ
っ
た
。
又
か
ム
る
國
家
活
動
に
必
：要
な
財
貨
手
段
は

，

こ

れ

を

私

，的

企

業

家
•の
：自
由
活
動
に
ょ
っ
て
營
ま
れ
て.ゐ
る 

$

:
經
濟
の
苒
坐
產
過
程
に
於
て
侧
滑
に
生
產
さ
れ
た
社
會
的
生
產
物
'の

1
部
か
ら
、
寄
生
的
に
租
税
乃
至
借
入
を
通
じ
て
調
達
す
れ 

ば
足
b
る
か
ら
で
あ
る
0
と
こ
る
で
，自
由
資
本
主
義
段
階
祀
於
て
掘
家
は
，如
何
な
.る
財
政
原
則
に
從
っ
て
活
動
し
た
か
。
.恰
か
も
市
場

,經
濟
ぬ
自
動
的
均
衡
囘
復
カ
が
存
し.た
如
く
、.と
れ
に
相
應
し
て
國
家
の
經
濟
に
於
て
も
、

；ir

豫
算
の
均
衡』

を
.以
っ
て
財
双
畠
則
の
を

■ 

• 

..... 

.
•
' 

.

: 

.

科
玉
條
と
上
た
の
で
あ
る
。
所
謂

『

量
入
制
出
&=
,主
義
へ
の
立
場
に
立
.っ
て
、
國
庫
そ
'の
ち
の
\
均
衡
保
持
を
第
1
義
と
し
た
。
從
っ
て
誠

• 

- 

■ 

•
. 

, 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

、

家
の
經
濟
は
市
場
經
濟
の
拽
生
產
過
程
の
波
動
運
動
、
即
ち
景
氣
、局
面
の

'如
何
に
.拘
ら
ず
、
そ
れ
自
身
の
.
均
衡
保
持
を
第

一

目
檩
と
す

.

. 

• 

J 

.

.る
獨
立
の
自
律
的
過
程
と
看
做
さ
れ
る？

：
.

.

.

.

-

.

•

 

.

.

.

.

.
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,

:

か
;:
<
の
如
く
自
曲
資
ボ
主_
の
段
^
に
於
.て
_は
、
そ
の
經
濟
組
織(O
'
甚
本
權
造
に
#
約
さ
れ”J

E

場
經
濟
と
國
家
經
濟
と
は
相
瓦
に

-

.
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•
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.獨
*
;1
>
た
自
律
的
過
程
_と
、し
.て
^
離
じ
^
办
た
”

.そ
し
て
財
貨
手
段
は
私
的
企
業
篆
の
自
由
敌
動
を
通
.
&、
.
.市
場
經
濟
に
：於
て
自
動
的

i
#

生
氣
さ
れ
\
他
方
國
家
ば
そ
の.活
動
に
必
'̂
'
:̂
.財
貨
手
段
を
獲
得
す
る.に
は
、
：單
.に
ヒ
れ
^̂

れ
ば
よ
^
.っ
た
の
で
.あ
る
。
そ
れ
傲
自
由
資
本
主_

に
..於
.げ
る
國
家
財
政
.の
中
心
問
題
ば
如
何
に
し
て
貨
幣
手
段
を.調
達
す
る
か
の
國_

.家
收
入
の
_

題

で

あ

り

 

>
.こ
れ
：に
對
し
、

：

調
達
古
炸
於
貨
幣
に
よ
っ
て
财
貨
手
段
を
購
入
ず
る
國
家
支
出
の
晴
題
は
.ニ
義
的
の
も
の
で

.
 

• 

:
' 

. 

•

••
•

...

あ
.っ
た
。
國
家
支
出
の
問
題
は
寧
ろ.大
戰
後
.：の
支
：出
響
加
傾
向.に
伊
っ
，て
初
め
て
注
意
さ
れ
て
來'た
の
で
あ
る
。
 ,

.

•

 

. 

f
.
 

.

i.
. 

.

'

 

0
0
に
國
家
支
出
を
問
題
と
す
名
，場
合
で
も
、
當
時
は
な
ほ
貨
幣
の
、側
面
か
ら
觀
察
さ
れ
た
の
，で

.あ
る
。
國
家
の
財
貨
半
段
の
調
達

;

■

 

'
 

.. 

:

 

.

 

.

.

.

.

■

,

.

.

と
は
貨
幣
の
.支
出
で
あ
り
、

b
の
貨
幣
支
出
は
當
時
の
'理
論
及
び
實
際
に
と
つ
て
は
高
價
格
に
よ
る
坐
產
の
轉
換
を
意
咮
す
る
。
こ
れ 

を
簡
單
に
表
式
的
に
述
べ
れ
ば
、
國
家
は
註
文
を
發
す
る
ご
と
’に
よ
り

•段
間
の
.需
要
者
と
生
■產
諸
要
素
の
獲
得
を
競
爭
す
る
。

•

こ

の
競

.華
に
：勝
.っ
が
爲
に
：.は
、
國
家
は
'よ
り
高
い
價
格
を
支
拂
は
ー
な
け
れ
ば#
ら
ず
、
と
れ
に
よ
り
限
界
消
費
者
竝
び
に
限
界
生
崙
#
は
競
爭

.

. 

.
•
- 

.... 
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:
.
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• 

.

.

. 

.

.

. 

>

場

褰

か

ら

排

除

さ

れ

'る

0
.國
家
.の
.；

g

文
：は
少
く
と，
も

.
最
初
：は
附
加
的
註
文
で
あ
る
か
ら
、
當
該
市
場
に
必
づ
や
慣
格
騰
貴
を
惹
き
起
す
。

.
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然
し
個
々
の
.市
場
に
於
け
る
.こ
の
價
格
騰
貴
は
決
し
て
本
來
、
市
場
經
濟
の
擦
亂

(

で
か
友
く
、•寧
ろ
.新
し
い
.市
況
の
現
れ
.で
あ
り
、
生

* 

. 

. 

... 

.

■»

產
の
轉
換
は
時
に
消
費
ゝ
の
抑
制
に
よ
つ
て
達
せ
ら
れ
.る
。
.即
ち
相
！<
に
獨
立
す
る
市
場
經
濟
と
國
家
經
濟
と
か.ら
な
つ
.て
ゐ
る
自
由
資

、

.... 
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■
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本
主
義
0
經
濟
_
造

の

：
下

に

，あ

っ

.て
ね
、
，
國
家
經
濟
は
元
來
租
税
^
至
借
入
に
.，よ
っ
て
貨
幣
の
調
達
を
行
び
、
高
價
格
を
伴
ふ
貨
幣
支

, 
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.に
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欲
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手
段
を
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得
す
るCo
.
'で
あ
る
。
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然
る
に
.自
由
資
本
主
義
か
ら
獨
占
资
本
主
義
を
嫘
て
今
日
の
統
制
資
本
主
義
へ
と
そ
の
經
濟
亂
織
の

.基
本
構
造
が
變
化
す
..る
と
共 

に
、
市
場
經
濟
と
國
家
經
濟
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關
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は
質
的
に
變
化
し
た
。
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'
•
旣
に
屢
々
.述
べ
た
如
ぐ
、.獨
占
廣
本
主
義
の
基
本#
造
は
營
利
歡
^
獨
占
と
で
ぁ
る
。

'か
>:
る
經
濟
權
造
の
下
に
於
て
は
、
自
由
資 

.

本
主
義
に
み
た
如「き
營
利
欲
と
自
边
跳
爭
な
る
相
反
的.カ
に
ょ
る
價
格
の
自
由
變
動
性
は
止
揚
さ
れ
る
？
：か
く
價
格
の
自
凼
變
動
性
が

'

止
揚
さ
れ

'
.

硬
化

f

る
結
梁
？
市
場
經
濟
の
禅
生
產
過
段
も
：そ
め
自
動
的
調
節
作
用
を
失
ふ
。
，
そ
し
て
一
度
過
剩
生
產
に
陷
る
や
、
.そ

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

? 

-
.
: 

-
. 

.

.

.れ
は
慢
性
化
し
、
慢
性
的
不
祝
允
陷
る
。

つ
*
り
市
場
經
濟
の
.再
生
產
過
程
は
自
動
調
節
な
る..そ
.の
自
律
性
を
失
ふ.o 

_ 

'

.,-

.

.
:
' 、 

. 

.

.
'
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V
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.

.

.

.
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ニ

他
方
國
家
經
濟
も
亦
自
由
資
本
主
義
に
み
た
如
き
そ
の
自
律
性
を
失
ふ

:'
0
即
ち
獨
占
資
本
主#
に
於
け
る
慢
性
的
不
況
は
構
成
的
失.
 

業
者
群
を
發
生
せ
し
め
、

こ
れ
は
國
家..の
社
會
政
策
費
を
膨
脹
せ
し
め
る
。
.
•同
時
に
獨
占
資
本
主
義
に
ぁ
つ
て
は
、
內
國
市
場
の
み
な

ら
ず
世
界
市
場
も
獨
占
化
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
が
綠
成
さ
れ
る
獄
、
鋳
外
的
.に
經
濟
發
展
を
な
す
に
は
純
經
濟
的
手
段
の
み
を
以
つ

. 

. 

. 

.

て
.し

て

は

不

可

能

で

ぁ

り

、
：
政

治

的

手

段

，を

必

要

と

す

る

に

至

を

0
と

、こ’ろ
.で
；

J

の
政
治
的
手
没
を
更
に
裏
づ
け
る
も
の
，：
し
.て

國

家
. 

■

の
.國
防
ヵ
の
强
化
が
必
要
で
ぁ
り
、- >
の
結
果
國
{

^
國
防
費
が
膨
脹
す
る
。'か
く
社
會
政
策
費
及
び
、國
防
費
が
膨
腺
す
る
結
果
、
最 

早
國
家
は
、'
.景
氣
局
面
の
如
何
に
拘k
ず
、
單
に
租
敗
收
入
に
應
じ
て
そ
の
支
出
を
制
限
し
，、
收
支
：

.の
均
衡
保
持
を
第
.

一

義
と
す
る
國 

家
經
濟
の
自
律
性
を
放
棄
せ
ざ
客
を
得
な
く
な
つ
.た9 

. 

. 

’、
 

.

'

'

'

か
ぐ
獨
占
資
本
主
義
に
於
て
市
場
經
濟
も
國
家
經
濟
も
そ
の
自
律
性
が
止
揚
さ
れ
る
と
共
に
：、

.

更
に
銃
制
資
本
主
®
に
於
て
兩
背
は

,-
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•
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.

密
接
忆
結
合
さ
れ
る
に
至
つ
た

.

。
即
ち
國
家
は
既
に
膨
脹
し.

て
ゐ
る
社# .

政
策
費
及
び
國
防
費
な
る
支
出
を
通
じ
、
意
識
的
に
市
場
經 

濟
の
再
生
齑
過
瑕
を
銃
制
し
、
獨
占
資

.

本
主
義
の.

慢
性
的
過
剩
生
產
を
苋
服
せ
ん
と
意

.

圖
し
た

'

。
そ
れ

.

が
爲
國
家
は
务
働
調
達
政
策

(

公 

共
土
木
事
崔)

及
び
軍
需
ィ
シ
フ
レ
政
策
を
採

.

用
し
た
。
そ
し
て
各
國
共
に
前
者
か
ら
後
者
べ
と
そ
の
政
策
の
重
點
が
次
第
に
移
さ
れ

ぼf t、” クK t 取，V ?、肌 ノ i ' y • ひ 立 碎

V

て
來
た
o
.侗
故
阈
_

め
策
需
逾
業
に
對
す
る
庞
大
劣
支
出
が
馒
性
的
過
剩
生
產
の
..克
服
策
^
存
る
が
'と
云
冬
に
、
；
軍
需
品
は
他.の

普

通
■ 

商
品
ふ
：異
な
レ
、
4?
免
產
過
程
か
ら
脫
落
し
て
行
く
特
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

'.
'
.つ
.ま
り
軍
需
品
生
產
が
行
は
れ"
.ば
' 

そ
の
生
產
に 

生
產
財
と
勞
働
ヵ
レ
が
必
要
で
あ
”
、
'"そ
の
爲
擾
性
的
過
剩
生
產
に
惱
む
生
產
財
の

'販
路
が
見
出
.さ
..れ
る
と
共
に
'.
又
軍
需
產
業
勞
働 

•■
者
の
生
活
資
料
と
し
て
慢
性
的
過
剩
生
產
に
惱
む
消
費
財
も
販
路
が
見
出
さ
れ
る
。

'M
か
も
こ
れ
等
生
產
財
と
消
費
財

(
從
つ
て
勞
働 

.カ

.

〕

と
を
甩
ひ
：て
生
產
さ
れ
た
軍
需
品
は
國
家.の
手
に
購
入
さ
れ"
再
び
，市
場
に
商
品
と
し
て.現
は
れ
て
來
な
い
。
そ
れ
故
國
家
が
軍
、
 

需
ィ
ン
フ
、レ
政
策
を
續
行
す
る
と
と
に
よ
つ
て
'.
.慢

性

的

過

剩

生

產

に

惱

む

生

產

財

と

消

費

財

.^
、は

軍

需

品.に
轉
形
す
る
こ
と
に
よ.つ 

て
-̂
.セ

產

资

程

；
ハ

ら

晚

落

し

、
盤

.理
さ
れ
’て
行
く
。
と
こ
ろ
で
國
家.が
軍
需
ィ
.

V

フ
レ
政
策
を
遂
行
す
る
資
金
を
直
接
金1*
市
場

ヵ

ら
. 

借
人
れ
る
時
は
、
金
利
を
騰
貴
せ
し
めV
た
^さ
..

ベ
：慢
性
的
過
剩
生
產
の.下
'に
採
萬
の
悪
化
に
傾
む
企
業
を
壓
逍
サI

と
に
な
る
か 

■ら
，
ゝ
か
ム
名
方
法
に
訴
べ
得
な
い0
寧
ろ
金
利
を
騰
貴
せ'し
.め
ず
；に
.資
金
を
調
達
す
る
爲
に
、.’國
廉
は
公
債
を
發
行
し
、
こ
れ
を
發
券 

銀
行
吃
罩
獨
引
受
を
な
さ
し'め
、
そ
の
代
匮
と
し
セ
銀
行
券
を
創
造
ぜ’し
め
、
ヒ
の
創
造
貨
幣
な
る
貨
幣
手
段
の
調
達
に
よ
つ
て
軍
需 

..品
を
購
入
す
る
.o
'
' 

.
.

,

:
.,

■ •

>
. 

.

■

が

く

.の

如

く

、

曾

つ

て

は

私

.的
企
業
家
.相
2:
:間
の
|
|給
は
價
格
の
.自
由
變
動
な
；る
價
格
機|
|
介̂
し
て
.調
節
さ
れ
、
從
つ
て
市
場
經 

.濟
の
#•
•
生
產
.過
程
に
は
&
.動
調
節
作
用
が
あ.つ
.た
の
：に
、
獨
占
資
本
義
に
於
て
は
こ
，の
.價
格
機
鞲
に
よ
る
需
給
の
適
合
作
用
が
歪
め 

:

ビ
れ
？
.そ
ゆ
結
粜
慎
格
機
構
以
外
に
吏'に
需
給
.の
；適
合
§:
-
:意
，識
的
に
遂
行
す
る
者
と
し
て
國
家
經
濟
、の
：介
入
を
必
要
す
名
：に
.至
つ
た
の

■.で
あ
る
0
:つ
ま
り
國
家
が
軍
需
ィ
ン
：フ
レ
政
策
を
介
し

V

慢f

的
過
剩
坐
產
を
克
^

市
場
經
濟
の
需
給
適
合
を
統
制
せ
ん
と
す
る

• 

•
• 
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1

羅
濟
欲
求
の
_

、

/ 

' 

二
八
' 

バ

0
H

 

ニ11)

に
_至
っ
た
。
殺
に
所
謂
銃
制
資
本
主
義
の.成
立
：を
み
.怒
の
.：で
急
1る
。
ぞ
.れ
故
統
制
資
私
主
義0
^

• 

-
. 

.. 

' 

- 

• 

' 

- 

. 

•

ゾ
濟
の
苒
坐
產
過
程
の
：意
識
的
調
離
者
と
し
て
_
家
經
濟
が
介
入
.す
る
默
に
あ
る
。'即
ち
市
場
經
濟
と
國
家̂

.

し
た
自
律
的
過
程
で
は
な
く
、
.

本
可
分
の
銃.
碗

を
.
形
成
す
る
0.
'

ぐ
-.
っ

勿
論
統
制
資
衣
主_
と
.雖
も
'-
-
そ
れ
が
資
本
主
_
な
る
限
レ
商
品
交
換
は
蓓
縷.す
る
の
セ
あ
り
ク
從
っ
て
商
品
交
換(O
'
調
®

た
る 

價
格
機
構
は
全
然.否
定
さ
れ
る
を
の
で.は
な
く
.
た
^
從
來
に
於
け
'る
.が
如
き
價
格
機
構
の
終
對
的
自
律
性
が
否
定
さ
れ
.る
も
の
で
あ 

る

.0
:っ
ま
り
價
格
機
構
は#
.定
さ
れ
各
と
共
に.否
定
各
れ
.、
，止
揚
さ
れ
.る
'
の

で

あ

る
o
:晴

表
は
れ
得
る
0
;陳
.ち
貨
糌
は
商
品
交
換
の
媒
介
物
と
し
て
勿
論
存
續
-;
1
>、
.從
ク
て
國
防
經
濟
欲
求
の
、
調
奢
手
政
と
し
て
依
然
必
要
で
ば

.あ
る
。
だ
が
*
阜
以
能
の
妯
く
貨
幣
手
段0
調
達
に
よ

っ
で
§

的
に
財
貨
手
段
が
調g

さ
h
る
も
.の
で
は
な
く
、.從
っ
.て
國
防
經
_

,
 

.

.

. 

+• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

.

.

.

. 

.,.
•:
•

、
 

-.1

欲
求
調
達
上
そ
0'
指
導
的
役
割
は
否.定
.さ
れ
、：_
た
だ
樅
屬
的
役
割
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
'0
'-
、

. 

- 

' 

• 

■

.

.

.

.
 

.

.

. 

: 

.

.

.

蓋
し
銃
資
本
主
義

6

成
立
過
程
に
於V

は
、
な
ほ
貨
幣
，
段0
調
律
は
國
防
經
濟
欲
求
調
達
上
：そ
の
指
導
的
役
割
を
演
じ
て
ゐ
た
。 

何
と
な
れ
ば、
' 

統

制

資

本

，
主

義

成

立

.

の
：

i

提
は
獨
占
資
本
主
義
の.基
本
構
造
ょ
か
す
，る
慢
性
的
不
況
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
？
卽
ち
慢 

性
的
不
況
下
に.
あ
っ
'

て
故
、-'.

I

、M

大
な
失
業
者
群
、
：

1

1、
利
用
さ
れ
ざ
る
自
然
資
海
、
ト
三
ぃ
原
料
資
材
.

の.
.

M

額
の
.

滞
貨
，
運
轉
の
休
止■ 

さ
队
粑
多
く
の
機
械
等
が
存
す
る
。
っ
ま
り
.ー
0
民
«

^

の
生
產
カ
の
耩
成
要
素.た
る
勞
働
ヵ
、
自
然
力
，
生
產
財
の
二
部
が
休
待
生

.

V 

■

.■ .

. 

. 

.

.
,'
'

气 
'
 

- 

>

 

.

. 

ン

■ 

■ 

:
 

•

, 

' 

- 

' 

• 

: 

■ 
.
1
.

*

カ
と
し
て

#

す
.

る
？

.

か
:̂

名
.

靴
提
が
興
へ
ら
れ
亡.

居
れ

.

ば
、
國

#

は
._

そ
の
軍
，蕾
を
滿
す̂

ぼ
國
家
信
用
を
膨
脹
さ
せ
、
：貨
幣
手
段
を

.
 

調
達
す
れ
ば
足
り
る
の
で
，あ
る
。
と
云
ふ
の

.

は
、
國
家
支
出’
の
膨
脹
に
ょ
り
或
る.

程
度
憤
格
騰
貴
に
刺
戟
が
與
へ
ら
れ

V

ば
、
國
民
經

/̂
'
の
總
&
產
カ
の
^
张

费

生

產

カ

が

活

動

レ

始

め

ゴ

亡

れ

垮

ょ

づ

セ

質

幣

澈

糞

の

^
加
^
比

例

ル

財

貨

在

產

は

增

加

し

-'
^

生
產
#
4
:增
扣
す
る
.か
ら
で
あ
‘る
。
こ
の
耻
會
的
生
產
物..の
增
加
分
.に
.ょ

：つ
；
て
；軍

需

は

充

.足
さ
れ
る
し
，,1

方
國
防
經
濟
欲
求
の
他
の：
.

部
分
た
る
'民
需
と
補
塡
投
資̂

は
從
來
活
動
し
て
ゐ
た
坐
產
力
に
' £

つ
て
.充
足
さ
れ
.る
/0
從
つ
て
特
に
軍
需
の
充
足
の
爲
に
民
需
乃
至

.

.

. 

.

.

.

.

.
 

• 

•
• 

.
.
.
.
.
.
.
.
.

 

:

 

. 

•

■
撰
投
資
が
壓
迪
を
蒙
る
こ
と
は
故
い

r

.

:
 

,
 

: 

.

,

■

,

■

.

.

.

.

然
し
國
防
經
濟
欲
求
の
調_
上
未
.だ
貨
幣
的
手
段
に
重
點
を
置
き
得
た
：の
は
統
制
資
本
主
義
の
成
立
過
程
に
限
ら
れ
る

.の
で
あ
り
、

.1

度
か
X
る
經
濟
權
造
が
確
立
さ
れ
る
や
、®
情
は
.
.

1

變
才
る
。

つ
ま
り
國
家
が
軍
需
ィ
ン..フ
レ
政
策
を
介
し
市
場
經
濟
の
再
生
靡
■過 

程
を
調
節
す
る
^
ぅ
な
經
濟
構
造
.が
#
奢

れ

、
：：
そ

れ

.が

存

續

す

る
限
り
、
休
待
生
*
力
の
：活
動
に
ょ
つ
て
增
產
さ
れ
た
財
貨
は
軍
需 

品
に
轉
眵
し
、.不
斷
に
國
民
經
濟
の
再
生
產
過
程
か
ら
脫
落
し
て
行
く
か
レ
^
.次
第
に
休
待
生
.產
カ
ノ
は
，枯

渴

し

、

遂
.に

は

國

民

經

濟

の

. 

持
つ
凡
ゆ
る
生
產
力
が
活
動
す
る
完
全
就
業
狀
態
に
達
す
る
,0
か
'
る
狀
態
の
T-
で
.更
に
軍
需
ィ
ン
フ
レ
が
續
行
さ
れ
る.な
ら
ば
、
最 

早
'货
幣
數
量
の
.'增
加
に
比
.例
し
財
貨
の
生
產
は
增
加
せ
ずV
,寧
ろ
財
貨
の
、縮
少
再
生
產
に
反
轉
す.る
。
そ
し
て
財
貨
の.縮

少

；#

生
產
と 

こ
れ
に
反
比
例
す
る
貨
幣
數
量
の
麗
と
に
ょ
り
、
ィ
ン
：フ
レ
の

•危
機
が
濃
化
す
.る
.
oそ
の
：.爲
‘貨
幣
手
段
の
調
達
の
み
を
以.つ
て
し
て
. 

は
、
軍
：需
の
充
足
も.困
難
に
な
る
：し
、
叉
：軍
需
を
充
足
せ
ん
と
，せ
ば
民
需
乃
至
補
填
投
資
を
も
壓
褊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

‘
o
'

殺
に
於
て
最
早
軍
需
、
民
需•
投
資
.を
含
む
國
防
經
濟
欲
求
を
滿
す
爲
に
貨
幣
手
段
の
調
達
に
重
&

V

&き

，
こ
の
調
達
し
た
^
:
幣

, 

'
■ 

\ 

. 

, 

' 

へ
-
.
.
.
.
.
.
' 

' 

:

.

. 

.

手
段
を
以
つ
て
價
格
機
構
を
介
し
間
接
に
財
貨
生
糜
を
指
導
し
、
自
動
的
に
國

.防
經
濟
諸
欲
求
を
.充
足
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。

.寧
：ろ
財
貨
手
殺
の
調
達
に
重
點
を.置
き
.、

國

家

，が

直

接

，財

貨

生

產

に

組

避

的

に

干

渉

し

，
' 國
民
M -
濟
の
總
生
產
力
を
ば.
軍
IWT
民
需

.

.
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投
资
J1
J
財
貨
の
生
產
杧
割
常
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る 

, 

S
1

戰
爭
形
態
の
變
化
と
國
防
經
濟
欲
求
の
調
達
法
變
化
.

.
抜

て

國

防

經

濟

欲

求

の

_

達

法

が

貨

幣

手

段

扒

ら

財

貨

手

段

の

_

達̂

重

點

が

移

さ

れ

て

來

た

：の

漱

旱

に

經

濟

組

織

の

槽

造

變

化

.に 

V

 

装
づ
く
ば
か
り
で
な
く
、
赁
に
そ
れ
と.內
面
的
關
聯
あ
る
戰
爭
形
態
の
變
化
に
碁
づ
く
の
で
あ
.る

.:
9
;
.

* 

- 

< 

■

_

-

•

I 

.
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.

蓋
し
自
由
資
本
主
義
か
ら
獨
占
資
本
主
義
を
通
じ
統
制
資
本
主
義
へ
の
■

«

は

、
，單
に
.國
內
の
.
經

濟

組

織

の

構

造

變

化

ば

か

り

で

な 

' 

V

V

. く
、
更
に
國
際
間
の
經
濟
組
織
の
權
造
變
化
を
：齎
ら
し
た
o
.卽
ち
國
際
的
自
由
主
義
に
代
つ

V

獨
占
主
義
が
現
は
れ
、
世
界
經
濟
は
ブ

■
.

は
ッ
ク
經
濟
に
分
解
し

I

た
。
そ
S

人
と
物
と
資
S

の
國
際
間
 ̂

.

た
如
く
、
.
1國
拔
經
濟
に
於
げ
、
る4-
;產
カ
の
基
本
的
構
成
要
素
た
る
勞
働
カ
、
自
然
カ
、
.生
.產
財
と
の
間
に
存
す
る
不
均
衡
の
是
正
は 

.平
時
戰
時
の
如
何
を
問
は
ず
困
難
と
な.つ
た
。.
そ
れ
故
：.

一
國
が
領
有
す
る
國
土.內
に
斯
か
る
不
.均
衡
が
存
す
る
場
合
、
以
前
の
如
く
國

'

際
間
に
.於
け
る
人
と
物
と
資
本
と
の
自
由
移
動
を
通
じ
、
生
.產
カ
.の
促
下
を
自
動
的.に
防
止
す
る
と
と
が
最
早
出
來
な
く
な
り
、
從
つ

» 

-
- 

. 

. 

• 

• 

• 

. 

,

て
そ
の
國
民
全
體
の
坐
存
を
維
持
防
衛
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
.る
。
■つ
.ま
り
國
民
全
體
.が
常
に
そ
の
生
存
を
脅
か
さ
れ
る
と
と
に
な 

名
。
特
に
.日
獨
伊
の
如
き
持
た
ざ
：る
國
は
英
米
支
配
の
.世
界
舊
秩
序
.の
下
に
そ
の
生
存
權
が
脅
威
さ
れ
る
狀
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
.

.

.

.の
結
果
■日
獨
伊Q.

如
き
生
存
權
が
脅
か.さ
れ
.つ
i
.あ
る
國
民
が
敖
す
戰
爭
は'總
カ
戰
形
態
を
と
る
や
ぅ
に
な
る
+。
元
來
總
ガ
戰
ば
單
に

■ 

. 

.铪

.
，

：

. 

、
..

. 

.

•■
軍
隊
と

.

軍
隊
、：
政
府
と
政
府
と
の
間
に
行
は
れ

.

：る
に
過
ぎ
ぬ
部
分
的
戰
爭
と
異
な
^ .

、.

國
家
と
國
家
、
國
民
とa

民
と

.

が
ぞ
‘

の

總

力

を
.
 

擧
げ

.

て
尨
す
戰
爭.

で
あ
る
。
斯
か
る.

總
カ
戰
を.

遂

行

す

：
る

.

に
は

'V

先
づ

_

民
全
體

.

を

；
し

て
'

心
か
ら
戰
爭
に
參
加
せ
し.

む

可

き

.戰

爭

目

的

:
§
-

:
.2
i

■

が
I

f
ら
れ
^
が

な

け

れ
.±
*
故
ら
介
：0'
斯
か
る
：戰
免
£
的
が
存
す
.る
場
合
初
め
て
國
民
：全
體
の
精
神
的.思
想
的
結
合
が
可
能
と
な
り
、

.

- 

■£
.の
思
想
的
.統
'

.1

.'̂
:̂
内
.面
的
紙
帶
を
'基
，礎
と
.
_し
て
..國
民
.の
.政
治
カ
ヵ」

；
體
に
結
集
し
.
.
.
ぐ
こ
.の
强
カ
な
政
^
カ
に
ょ
り
國
^
:̂
濟
^
プ

.

.

、

の
.戰
矫
遂
行
へ.
の
指
嚮
が
可
能
と
な
る
0

つ
ま
り
思.
想
、
政
治
、.
經
濟
の
'

總
カ
を
動
員
し
て'
武
力
戰
の
遂
行
が
可
能
と
な
る
。
然
る
に

.
今
や
日
獨
伊Q

如
き
持
た
ざ
る
國
の
な
す
戰
爭
は
、
過
去
の
植
民
地
獲
得
の
爲
の
帝
國
主

_
戰
爭
と
異
な
り
、
.
單
に
國
民
一
部
の
資
本

• 

. 

. 

, 

- 

. 

, 

•

.

.

.
 

. 

.

家
階
級
の
利
益
を
目
的
と
す.る
も
の
で.
は
な
く
、
眞
に
國
民
全
體
の
坐
存
權
擁
護
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
ぁ
る
。
即
ち
各
國 

民
に
.

そ
の
生
存
權
を
保
證
す
る
に
足
る
生
活
圏
の
確
立
、
更
忙
そ
れ
筹
坐
活
圈
を
基
礎
と
す
る

'1
«
:與
赛
秩
序
の
建
設
が
目
的
で
ぁ
る
。

斯
く
戰
举
目
的
が
國
民
全
體
の
死
活
.

の
爲
で
ぁ
：る
以i h
.

、
.

總
ヵ
鞔
途
行
の
內
風
的
基
礎
が
與
べ
ら
れ
、
戰
爭
は
總
ヵ
戰
形
態
を
と
り
得
、

• 

■ 

- 

. 

. 

+' 

/ 

. 

. 

•

•

- 

.
.

.
.

.
.

.

<-
,

 

■

ノ

る
に
至
る
の
で
ぁ.る
'0
.

'

,

;

■

.

I 

'

.

.

.

.

.

.

然
し
戰
举
が
總
カ
戰
形
態
を
と
る
に.至

つ

た

の

：は
、
li
t
界
經
濟
構
造
の
變
化‘に
ょ
る
戰
：爭
目
的
自
體.の
,
化
に
基
づ
く
ば
か
り
で
な 

へ

'
く
、
'.旣
に
前
大
戰
に
見
た
如
く
、
武
カ
戰
に
於
け
る
戰
爭
技
術
<7
)
發
達
な
る
敏
率
手
段
の'變

化

に

ょ

つ

て

も

現

^

勿

 

論
武
力
戰
に
於
.け
.る
戰
爭
手
段
0
發

達

な

る

物

的

條

件

の

，み

.に
ょ
卜
成
立
し「

た
總
カ
戰
は
、
未
だ
外
形̂

の
總
ヵ
戰
.で
：ぁ

り

、
来

だ

國 

.民Q

總
ヵ
を
動
員
す
可
き
精
神
的.、
：.内
面
的
寒
礎
を
缺
い.て
.ゐ
■る
？
戰
铆
手
段
の'變
化
啟
る
物
的
條
件
と
戰
宰
目
的
'の
變
化
な
る
内
面 

的
基
礎
と
が
像
つ
て
ご
そ
、
初
め.て
*

な
る
外
形
上
の
總
ヵ
戰
が.止
.揚
さ
れ
、
.外
形
的
且
つ
内
茴
的
な
眞
の.總
ヵ
戰
が
成
立
す
る
。
そ 

■

れ
故
第
1
次

世

界

大

戰

：の
.：末

期.に
現
^
れ
た
總
カ
.戰
は
今
白
の
眞
の
漉
ヵ
戰
と
異
な
り
、
士
だ
外
形
上
.の
織
，ヵ

戰

で

ぁ
^

^
 

.

.: ,

扨
て
；第
一
次
大m

は
な
ほ
自
由
資
本
主_

の
經
濟
構
造.
の
：上
に
立
つ
て
開
始
さ
れ
た
に
枸
ら
ず
.

、
そ
の
.期
間
中
戰
爭
技
術
が
急
激
に

' 

.
V
- 

,
三1

(

1ニ

ニ

五0



國
防
經
濟
欲
衆
の
調
達
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,

3
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H
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「

發
達
し
”た

爲

、
ど
：
の

鑛

爭

手

段

の

|變

化

贮

よ

认

次

第

ぬ

總

：カ

數

形

態

を

と

ら

：ざ

.る
釔
得
な
<
な
っ
て
來
た
0」

勿
論
十
九
世
紀
の
.自
由
資 

.本
主
義
時
代
'の
.戰
爭
は
、'と
'ル
が
.遂
行
.に
國
民
經
濟
の
.總

ヵ

を

動

員

す

る

必
.要
が
.袅
か
っ
た
o
,卽
ち『

急
激
な
經
濟
蠱
術
の
^
達
に
影 

,

 

'響
さ
れ
.て
、
十
九
世
紀
の.孩

濟

は

異

常

の

成

長

過

程

を

迪

り

、
，
そ
の
，結

果

戰

時

欲

求

も

支

财

も

或

る

程

度

樂

々

：
と

_

達

さ

れ

得

た

の

で

i
 

.

.

.

■

: 

• 

.

.
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.
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■ .

■
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.い.

.

，

.

.

. 

- 

* 

: 
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■ 

H
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■ 

-
.

あ

り

、‘
-そ

の

上

戰

淨

技

術
.亦
一
：：
般

艘

術

の

急

速

.な

發

達.に
.遲

れ

.
て

ゐ

於

爲

宂

間
の
開
き
は
益
_々
獷
太
さ
れ
灸
。
ヒ
の
齡
き
が
事
實
如
狗
に
：大
'な
石
も
：の
.で
.あ
づ
'た
か
は
、.
.
.
恐
ら
.
< 
一
八
七
〇
年
か
ら
七
ニ
.
年

の

普

晔

.

.

. 

• 

•‘ 

1 .
.

.

.
 

;

. 

■ 
■ 

' 

. 

..

.
戰
爭
が
こ
れ
'を
明
ら
か
に
ず
る
？
兩
當
事
國
の
戰
費
は
夫
々
約
十
五
億
馬
克
％

あ
：り
、
そ
机
做
と

<0

.民
所
得
の
六
八R

の
I
V，佛
_
西
國
民
所
得
の
.五
.汾

の1 

'を
'占
め
る

に

砠

ぎ

な

，か

っ

た

。
#
っ
て
S

の
戰
費
に
よ
る
國
民
所
得
の
相
對 

的
負
擔
は
今
日
の
經
濟
强
大
國
の.平
時
.軍
備
費
負
擔
よ
り
も
決
し
て
多
く
は
な‘か
っ
'た
。』

S

.

-

0っ
ま
り
戰
爭
遂
行
に
國
民
經
濟
カ 

の
'1

部
が
：動
員
.さ
'れ
V
ば
足
り
る
の
.で
あ
り
、.

『

部
分
的
戰
举
.

J

に
過
：ぎ
な
か
っ
た
？
然
る
に
第

t

. 

• 

.■ぐ
■.
'■
.
:

■
’ 

..
 

• 

\ 

.

を
齋
ら
し
た
0『

そ
れ
は
、‘少
く
と
も
最
後
の
段
喈
に
於
て
は
、
最
初
の
總
ヵ
戰
で
あ
る
;0
卽
：ち
そ
れ
は
最
早
經
濟
の.外

側

で.»
單

に

武

.

.

/ 

* •

.'

.

•

 

•

カ
戰
と1

K

ふ
^

^
的
領
域
杓
で
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
全
經
濟
を
動
員
し
、
と
れ
を

.し
：て
金
融
上
、.生
齑
上
最
大
限
の
努
力. 

を
な
さ
し
め
る
^
の
で
あ
る
0
.戰
爭
技
術
は
技
：術
的
進
步
に
追
也
つ
い
た
。
、
そ
し
て
ー
九
|
七
年
^
及

び一.

八
年
春
の
物
資
消
耗
戰
に

於
て
初
め
て
、
エ'業
化
に
よ
り
富
が
非
韵
に
增
加
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
.
.っ
て
..戰
爭
の
遂
行
が
經
濟
カ
へ
の.依

.#
か
ら
.解

放

さ

れ

る

も

の

.

.

.

•

 

. 

' -
' 

- 

• 

.

で
は
な
く 

•
寧
ろ
却
っy

そ
の
依
存
が
强
め
ら
れ
た.こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
たU
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o
ま
り
戰
'爭
技
術
の
發
達
な
る
戰
爭
手
段
の
變
化
は
、

一
1

重
の
.過
程
を
通
じ
て
國
民
經
濟
の.總
，生
產
力
を
戰
！

I
*

遂
行
に
動
員
し
て
行

... 

.

.

.

: 

.
、
. 

. 

: 

, 

. 

.
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.
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.

.
第
一
は
戰
爭
技
術
の
發
達
に
ょ
る
戰
爭
の
激
烈
化
と
戰
激
の
全
面
化
と

\を
通
じ
て
.で
あ
气
卽
ち
火
力
、
化
學
戰
、
機
械
化
戰
、
空

中
戰
の
發
達
は
戰
鬪
行
爲
を
激
烈
な
ら
し
め
、
特
に
機
械
化
戰
、
空
中
戰
は
戰
線
を
金
面
的
に
擴
大
し
て
行
く
。
そ
の
爲
物
資
の
大
量

消
耗
を
來
次
す
の
で
あ
り
、
こ.の
大
量
に
消
耗
さ
れ
を
物
資
を
生'產
す
^
爲
に
國
民
經
濟
の
總
生
產
力'の
^,
々
多
く
の
，部

分

が

戰

爭

遂

行
に
動
員
さ
れ
て
行
く。

'

,

' 

'

. 

... 

'

'

-

 

•
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. 

•
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.

第
二
ば
戰
维
技
術
の
發
達
に
ょ
る
戰
爭
の
長
期
持
久
化
を
通
^
て
：で
あ
る
。
即
ち
戰
爭
技
術'0
發
達
に
.ょ
り
陣
地
縱
深
の
增
大

(

縱 

深
數
籽
に
亙
る
陣
地
を
數
線
に
設
備
す
る
に
至
っ
た
こ
，と

)

は
火
力
裝
«
、
化
學
戰
裝
備
の
充
實
と
相
俟
っ
て
、
防
禦
力
を
强
化
し
、 

戰
举
を
長
期
持
久
化
す
る
。
そ
の
結
果
物
資
：の
大
量
消
耗
が
街
.續
し
-
國
民
經
濟
の
再
生
痙
過
程
か
ら

K

•大
な
物
資
が
，絕
ぇ
ず
脫
落
し 

て

行

く

か
こ

，
れ
を
補
充
す
る
爲
に
國
民
經
濟
の.德
生
產
カ
龙
繼
爭
遂
行
に
動
員
す.る
程
度
は
益
.々

甚
し
く
な
っ
て
行
く
。
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撕

'<
て
戰
爭
形
態
が
部
分
的
戰
爭
如.ら
國
民
の
_總
カ
特
に
經
濟
總
カ
を
勸
員
す
る
と
ヒ.ろ
の
：總
カ
戰
へ
移
行
す
る
と
*
こ
の
戰
箏
形 

瀨
の
變
化
.に
制
釣
さ
れ
ベ
國
防
經
濟
欲
求
の
調
達
法
も
貨
幣
手
段
か
ら
財
貨
手
陵

.の
，調
達
.へ
と
.重
點
が
移
行
す
る

O
.

.

.
，

^
論
總
カ
戰
下
_に
は
國
庫
の
要
ず
る
變
幣
手
段
額
は■著
^
く
增
大
..す

る

の

で

あ

死

，
例

へ

：ば

I:

九
四
o
年
か
ち
四
.

一

年
の
英
國
戰
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國
哪
經
谱
欲
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豫
算
は
戰
费
.
1
1ニ
億
五
千
萬
德
、
：
國
家
支
出
總.額
三
0
億
镑
，

-國
民
所
得
$
〇
億
轉
の
_

* 

. 

. 

. 

.

- ' 

-

.

.

.

 

,

ぬ
。
货
つ
て
.貨
幣
手
段
’の
調
緣
も
そ
.の
重
要
さ
を
增
しこ
そ
す4

、

'...'-

決
し
て
減
'^
.す
る
^
の

で

は
.̂
ぃ
0
だ
が
こ
.の

國

庫

の:«
幣

調

達
 

■断
邀
で
も
增
し
て'重
要
な
の
は
.;'
'
ヒ
の
巨
額
な
貨
幣
の
働
員
と
關
聯;1
>
て
現
-は
れ
て
來
.る
國
民
經
濟
上
の
間
題
と
社
會
上
の
問
題
で
あ 

る
。
例
へ
•
.
.
ば
國
民
經
濟
上
問
題
と
な
る
の
は
、
•
：少

ぐ

と

も

國

民

經

濟

&

生
.摩
力
を
維
持
し
、
-:出
來
得
れ
ば
こ
れ 

更
^
戰
银
に
ょ
つ
.て
全
く
變
化
し
た
國
民
所
得
の
用
途
に
財
貨
生
產
ヵ
^
出
來
る
だ
け
迅
速
に
、
，
摩
擦
恕
く
、
而
か
ネ
合
理
的
に
適
合 

’
さ

边

る

こ

と

ひ

あ

今|

方

社

會

上

ょ

め

て
.，は

，

戰

費

負

擔

の

苴

額

身

點

ょ

り

し

5

.
こ

の

負

擔

を

公

平

な

ら

し

め

：
る
.や

ぅ

配

慮

が 

t
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。'と
一K

ふ
の
‘は
、
然
ら
ぎ
る
限
り
勞
働
力
の'弱
化
が
趄
る
危
險
が.あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ブ
ル
ク
ハ
.ィ
ザ
1
の
言
を
籍
り
.てS

.

へ
ば.『(
總
ヵ
戰
下
の〕

事
實
正
し
き
戰
時
財
政
政
策
の
使
命
ば
國
庫K
の
調
達
を
以
つ
て
達
せ 

ら
れ
得
る
も
.の
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
以
上
に
問
題
と
な
る
.の
は
、
消
費
の
斷
念
を
社
會
的
に
堪
え
得
ら
れ
る
.や
ぅ
に
實
行
す
る
と
同 

時
に
、
國
民
释
濟
の
生
產
カ
を
指
導
し
、
以
ゆ
て
戰
時
，欲
求
及
び
そ

.の
不
斷
の
戰
爭
要
求•.へ.换
然
經
•濟
を
轉
換
さ
せ
て■も
、
非
常
な
混 

亂
も
適
合
に
伴
ふ
損
失
も
來
た.さ
.せ
'ず

、

又

無

計

畫

な

財

產

及

び

狻

备

の

損

傷

に

ょ

り

國

民

經

觀

の

生

產

力

^

退

冬

惹

き

起

さ

せ

ざ

る 

.
こ
と
で
あ
る
。
從
0
て
凡
て
三
つ
の
陡#'
'
を
同
時
に
：解
決
す-る
歌
時
財
政
と
そ
最
善
の
も
の
と
云
は
名
可
き
.で
あ
り
、
そ
れ
故
こ
れ
等 

'
使
命
は
第1

に
貨
幣
獲
得
と
.一
ム
ふ
國
庫
上
.の
要
求
.に
適
し
»
第

ニ

：'に
生
產
施
設
を
最1>
'
合
理
的
に
戰
#
に
適
合
さ
.せ
：る
：と

沄

. 

機
上
の
.要
請
に
合
し
、
1 -

後
に
第
一
ニ
に
凡
ゅ
る
國
民
階
層

.を
等
し
ぐ
消
費
：.の
斷
念
に
參
加
せ
，し
.む
可
き
社
會
上
の
必
要
を
滿
さ
な
け
れ

(

詰)
Burkheiser, Ebenda- S* 1390-91,

■

.

ィ
；エ
ヒ
ト
ネ
ほ
夂
同
樣
に
戰
時
財
政
谀
策
の
- €

命
を
1
、.
購
賈
カ
調
達̂

云
ふ
國
庫
上
の
目
的
、

11、

戰
時
欲
求
充
足
の
爲
に
財
貨i

諸
.

• 

.•
•
. 

.

.源
泉
の
有
級
な.！̂
:

と
云
ふ
國
民
經
濟
上
の
目.的
>
.
:1
1
1、
赦
會
的
負 

Y
g

l
.

.

.

.

' H
o

r
s

t

 

J
e

c
h

v
.

I
M

e
g

s
&

l
a

n
z

e
n
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 J
e

n
a

'
1938

.
,

0). 

4
2
I
4
CA
J
'
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- 

V
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,
:

「

...ノ

 

. 

' 

.

..
:
'■
.. 

- .
 

. 

- 

. 

、
 

t
. ■ 

- 

• 
■ 

\ 

- 

■ 

.:

” 

.

と
t
ろ
.で
と
の
總
カ
戰
下
のH

P
の
財
政
政
策
の
使
命
が
果
し̂

貨
幣
手
段
の
調
^
に
®,
點
を
置
く
こ
と
に
ょ
つ
て
解
決
さ
れ
る
で

.

.

.

. 

'

. 

• 

- 

' 

1
/

あ

ら

ぅ

か

。

一
兀
來
自

El
i
資
本
主
義
の
戰
時
財
政
政
策
は
貨
幣
序
段
の
調
達
に
重
點
が
置
か
れ
て
ゐ
た
。
蓋
し
自
由
資
本
主
義
經
濟
組
織 

の
中
心
を
.な
す
の
は
市
場
で
像
り
、
そ
の
市
場
は1

と
'.價
格
機
構
>
.を

介

し

て

自

勸

的

：に
生
，產

：の

.種
類
、
數
量
と
を
決
定
し
、
又
生 

產
1
消
費
と
を
適
合
さ
せ
た
の
で
あ
る'°
そ
し
て
斯
か
る
市
場
が
酿
時
に
於
て
も
經
濟
組
織
の
中
.心

を

な

し

、

坐

產

の

指

針

を

な

し

，て

.

、

為

た

。

從

つ

：て
.自
由
資
本
主
義
は
根
本
に
於
て
た̂1

つ
の
戰
時
經
濟
上.の
使
命
を
知
つ
.て
ゐ
た
に
1
ぎ
ず
、
戰
時
の
國
防
經
濟
欲
求

の
調
達
を
ば
岸
ら
國
庫へ
の
貨
幣
手
段
の
調
達
の
意
味.に
.解
し
.て
，ゐ
.た
。
ヒ
れ
が
戰
時
財
政
政
策
の
か
心
問
題
を
な
し
、
：
一
方
他
の
一
一

-

.'
•
. 

» 

. 

• 

• 

•

:

• 

• 

• 

• 

• 

- 

. 

.

.

.
 

...
 

. 

. 

. 

. 

•

.
つ
の
使
命
、
即
ち
戰
爭.に
適
合
す
る
生
產
指
導
な
る
國
民
經
濟
上
の
必
要
弒
び
.に
戰
爭
負
檐
(0
公
平
な
割
當
な
る
社
會
政
策
上
の
要
請

は
、
.
&れ

鬚

決
.を
ば
市
場
の
自
律
性
に
委
ね
て
：ゐ
た。

' 
‘

■■
:
.•

. 

:

>■

.

'

.

:

 

>

'■
'

.

.

.

.

.

■

•

. 

... -

.

.

 

, 

-..
.

•

:

-

.

.

.

た
が
貨
幣
手
段
の
調
達
に
重
點.を
置
く
戰
時
財
政
政
策
は
、
こ
：れ
が
遂
行
に
.は

少

く

と

も

.ラ

ー

ト

の

指

摘

す

る

如

く

ニ

つ

の

前

提

が

k 

-
- 

'

與

ぺ
'ら

れ
.て
.ゐ

な

け

れ

ば

：な

ら

ぬ
o
'-
即
ち『

(

平
時
經
濟
加
ら
戰
時
經
濟
ぺ
の
編
成
替£

時
間
的
1

が
あ
り
、
且
:0
#

-<
の

事

實

限

り

• - 
' . 

■ 

• 

. 

• ■ 

■ 

• 

• 

. 

•

/
な
き
豫
備
財
貨
を
使
び
得
る

』

と
の
前
提
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら■ぬ
o
,何
と
，%
れ
ば
*
，第

1.

に

國

庫

へ

.の
货
幣
手
段
の 

_
達

、.：
こ

れ

が

支

出:*
國
庫
支
出
に
ょ
：る
帘
靡
價
格
の
變
勸
、
：

,價

格

變

勸

を

介

し

..て

 

へ
.の

編

成

替

• 

+
S 

. . 

-
• 
• 
•
. 

.

.

.

.

.

■:
.

國
：防
經
濟
欲
眾
S
 
達
'

'
.
.

:

.

.

.
' 

一

l.m 

:

0
ニ

ニ

九》



,
:

國

篇

濟

欲

求

の

，誠
遠

 

、
 

三

六

a
」
1

三
o)

.令

る
.一

連
.の

齄

程

吁

孽

期

間

を

寒

す

る

か

ら

で

あ

，る
。

例
へ

:̂
第

|
.
:次
歐
洲
大
戰
_當

時

に
.̂
な
..ほ
:*
幣
手
段
;<
^
調

達

.
に

重

點

ヵ

遣

ヵ

れ

i 

.
 

- 

.
—

.

.

.

.

.

. 

- 

. 

/

て
ゐ
た
爲
、•
'
#»•
經
濟
ベ
^
鎘
成
替
は
^
'̂

,
エ

過

ぎ

敦

ぬ

然

岑

に

數

爭

枝

術. 0
發
達
に
ょ
り
最
初
か
ら
窜*
^

:の
大
量
儉
耗
免
伴4
現
.农

の

總

カ

戰

.下

に

あ

ジ

て

は

、

：

斯

か

石

軍

需
品
消
#
文

應

：必

耨

る.や
.ぅ
'な

戰

時

經

濟

入

：，編

威
:#
^

^
岑
の
fc
ノ

最

早

多

(

'

.•

(

©
 

Klaus w
f
l
m

 

泛

梦 
P
3
d
u
s
v
e
n

 

Aufgaben der K
d
e
g
s
A
n
l
e
n
m
g
.

 i
n

:
/ 

Weltwirtschaftuches'Arcmv. Bd.

.

5
1
'
H
'«
>
f
t 

3.'Mai'194ps..493. 

く
.

：

.'

:

 ̂

: 

■

,

，
又
第
一
一
の
！

|多̂
く
の
事
實
限
り
な
き
豫
備
財
貨
を
使
ひ
得
る

』

と
'
'の
前
提
が
與
へ
ら
れ<
居

れ

ば
..
貨

幣

手

段

の

調

達

に

重

點

'.
|
£
:
置
い

•
!
. 

< 

-ゝ

、ィ
.
 

/
 

■
 
.
 

. 

*

て
も

、
或
^ :

程
度
の
I M

格
騰
貴
を
介
レ
て.、.

豫
備
.財
貨
の
動
員
が
：令
さ
れ
、.軍

需

.の

充

足

が
$

此
と
な
る
。
こ
-
.

の
豫
備
財
貨
め
動
員
は.
 

對
外
的
に
は
經
濟
封
鎖
を
受
け
な
い
限
り
、
金
準
備
乃
麥
海
外
投
資
の

.處
分
を
介
し
、中
立
國
か
ら
な
各
れ
得
る
。
.'X
對
ポ
的
に
は
確
大 

な
休
.寺
坐
產
力
が
存
す
る
限
り
、
賈
格■
貴
を
介
し
て
そ
.の
：動
頃
は
可
能
と
な
る
。
.事
實
第
一
次
歐
洲
大
戰
の
初
期
に
は
斯
か
る
前
提 

.

が
.英
獨
、
特
に
英
國
に
は
與
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
又
我
國
.忙
於
て
も
滿
洲
篇
變.のC

©

時
に
.は
.廣
か

る
前
提
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ- ^

o

事
變
の 

始
つ
た
昭
和
七
年
に
は
、
我S

經
濟
は
世
界
恐
慌
後
の
慢
性
釣
不
況
狀
態
に
あ
つ
た
。
.そ
れ
故
國
家
信
用
は
膨
脹
しパ
掘
家
支
出
が
‘ 

念
^

‘增
加
し
^
に
拘
ら
東
、
特
に
：甚
し
き
價
格
騰
貴
，は
起
ら
ず
、
他
方
生
產
數
量
は
增
加
し
、
事
實
社
會
的

''
^
產
物
の
增
加
を
來
た 

し
^
• 

°
そ
•れ
故
膨
脹
し
た
¥.
霞
は
、.，
別

に

民

猶

を

犠

胜

に

し

‘な
く
と
^
ノ
財
貨
供
給
の
，增
加
に
ょつ
て
充
足
し
.得
た
の
.で
.あ
：̂

。
と
一
友 

.
,ふ
め
は
> 
國
鼠
信
.用
'の
膨
胰
が
售
坐
產
カ
を
活
動
せ
し.め
：る
.に
至
：つ̂

か
ら
セ
.|>
;
名
0
: 
i

ろ
で(

昭
^

f
.
1

:年
；に
至
A
迄
.は
，
國
鋩

.

.

.

.

V 

I
V
. 

-
V
- 

• 

- 

•
. 

.
< 

. 

.

.

.

. 

..
 

.... 

.
 

.
 

- 

'
*-
- 

、

.

. 

, 

•
• 

•

1m ば  
.A\ボ

支
埤
の
“膨

提

は

：
こ
，
れ

と

：乎

行

し

^

エ

業

生

產

の

增̂
を

摔
.つ
，た̂ 

ゾ

：
.
-
. 

....
然

し

休

待

生

產

ヵ

の

，存

在
な
る
；
前

提

が

「

度

失

は

れ.石
や
：、
斯
か
る
貨
幣
手
段
の
調
達
に.重
點
を
置
く
戰
時
財
政
政̂

は
顧
る
疑
問
. 

と
'な
.る
。
，即
ち
戰
爭
の

：

續
行
に
ょ
り
休
莖
產
力
が
枯
潜
し
來
た
り
、
完
全
就
業
狀
態
に
達
す
.る
と
、：
物
量
景
氣
は
價
格
.ィ
ン
フ
レ
ー

• 

. 

, 

V 

.

シ
ー
ン
に
轉
化
：す
る
危
險
が
生
じ
て
來
る
。
最
早
國
家
信
用
の
膨
脹
は
社
會
的
生
産
物
の
增
加

.を
齎
ら
さ
ず
、
徒
ら
に
財
貨
生
產
量
と

不
.均
衡
散
通
貨
數
量
の
膨
脹
を
来
た
し
、
抑
止
し
難
き
價
格
騰
貴
を
惹
き
趄
す
。
例
へ
ば
第
一
次
歐
洲
大
戰
に

-

し
て
も
、.そ
の
後
期
に
；

. 

. 

. 

<
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は

慣

格

ィ

ン

フ

レ
vl
>
>
:
.ン
を
起
し
、
文
我
國
も.昭
和
十
二
年
以
後
次
第.に
斯
か
る
徵
候
を
示
し
て
來
た
。
；
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.
:事
實
斯
が
る
慎
格
騰
嵩
は
或
る
意
味
で
戰
時
財
政
’政

策

.0

.重
要
:̂
;
:̂
.割
を
果
た
す
。
.即
ち
第r

に
價
格
騰
貴
に
よ
り
企
業
家
は
敏
過

问
潤
を
獲
货
す
る
か
ら
、
こ
の
超.過
利
潤
を
祖
税
，乃
至
借
人.を
介
し
て
國
庫
に
徵
收
し
、
戳
時
支
此
に
當
て
る
と
と
が
出
來
る
。
第
一
一

-■ 

:
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/■.
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.

.
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-
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■
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.

 

- 

■

に
價
格
騰
貴
に
よ
；

o

消
費
抑
制
が
實
現
さ
れ
得
るo
.と
考
ふ
0.
ば

、
，普

通

價

格

騰

貴

は

賃

銀

の

.騰
貴
よ
り
耆
急
速
で
あ
り
、
.從
つ
て
消

費
者
の
實
©
所
得
は
猶
ぇ
.ず
滅
少
す
る
'か
ら
で
耖
る
。
第
三.に
價
格
騰
貴
に
’よ
り
除
A

に
生
產
ぞ
の
も
.の
も
戰
時
の
要
求に
適
合
す
る

'
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.

 

.

 

..
 

へ
 

.
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1

.

 

•

•

 

' 

,

ゃ
ぅ
'に
な
る
*-
0;

#と
な
れ
..ば
、
齒
家
は
租
税
、
借
人
、貨

幣

創

造

に

よ

り

調

聋

し

た

貨

幣

手

段

を

以

つ

て

高

價

格

を

附
し
、
國
家
需
要

•

 

•

 

•

.

 

* 

, 

I 

.
 

*

':
然
レ
乍
ら
價
格
騰
肾
は
斯
か
る
戰
時
に
重
要
た
役
割
を
決
し
て
理
想
的
に
某
し
得
る
も
の
で

.は
な
く
、
多
く
の
困
難
と
摩
擦
と
を
伴 

ふ
の
^.
あ

る
'0
總
カ
戰
下
'や
戰
時
財
政
政
繁.の
ー.ー，5

の
使
命 

の
'貨
幣
手
段
の
調
達
と
去
ふ
.國
庫
上
の
使
命
は
假

り

に達
せ

，
ら
れ
名
H
l>
て
も
、
他
の
ニ
つ
の
使
命
^
達
す
る
こと

は
願
る
困
難
で
あ
る0

.
.

即
ち
.
第
一
一
の
財
貨
坐
產
の
最
も
合
理
的
な
戰
時
欲
求
へ

.

.

.

.

.

.
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•
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,

/>
•茵
合
と
云
ふ
賴
民
經
濟
上
の
使
命
は
、.單
に
價
格
騰
貴
を
介
す̂

の
み
で
は
頗
る
不
完
金
に
達
し
得
る
，に
過
ぎ
な
い
。
と
茇
ふ
の
は
、

.

..■
■
.

.

.

.

.

.

.

.

 

•. 
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.

,

.
\
\
.

-

一
た
と

.

へ
廣
格
騰
貴
が
担.つ
た
に
し
て
も
國
家
の
貨
幣

_
買
カ
の
；外
に
更
に

こ

れ

と.

競
爭
的
地
位
に
立
つ
民
間
の
貨
幣
購
買
力
が
存
す

•
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t
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'
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.
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.
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.
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.

^
爲
、
，
國
.民
經
濟
内
の
諸
生.產

施

設

.を

戰

時

欲

求

に

適

合

す

る

や

.ぅ
に
轉
換
さ
叱
る
に

.は
非
常
な
摩
擦
と
損
失
を
伴
ふ
か
ら
で
あ
る
。
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.そ
，の
.上
儐
格
騰
貴
に
よ
り
齋
內*
濟
の
計
算
め
.基
礎
が
攪
亂
さ
れ.、
■又
そ
.
.の
國
..の.國
際
的
競
爭
力
が
減
少:L
、
そ
の
結
果一

方
に
於
て 

..:::拉

生
產
ヵ
:<
6
:誤
^
'*
配
置
ゃ
靡
費
.̂.
よ
^
、
..：

他

方

に

>

第

三

の

戮

爭

rて1

負
擔
o
公
平
な
&
割
當
と
衰
ふ
社
會
政
策
土
の€
命
^
^
^

^

る
.

が

、
，
決

し
^

霍

に

公

平

，
.

に
引
，下
ら
れ
ず
、
寧
ろ
小
所
得
階
級
の
§

が
最
も
過
重
と
荩
る。
.

「

■
斯

為

如

ぐ
''
貨

幣

手

段

の

議
I

f

置

气

f

は

市

場

；
の

自

動

的

價
I

管

，

、

價

格

騰#•
を

介

し

て

間

接

に

財

貨 

坐
產
を
指
導
せ
ん
と
す
る
自
甶
主

g

的

戰

時

財

政

政

策

ば
;*
線

ヵ

戰

が，課
す
三
つ
の
財
政
政
策
上
の
使
命
を
達
し
得
な
.い
。
玆
に
■於
て 

«
幣
手
段
ね
調
達
：の
み
：に
滿
足'せ
ず
、':
.ー.步

を

繁

生
.產
消
費
.の
：領
域
祀
對
し
で
本
直
接
國
家
が
干
涉
し
、
積
極
的
^
こ
れ
を
構
成
す 

る
.必
乾
が
生
ず
る
。:'
-
.ク
ま
ヴ
戰
時
下
に
不
完
全
と
な
つ
だ
價
格«
權
.に
代
つ
て
、
國
家.の
直
接
敗
財
貨
統
制C

生
產
割
當
、'■原
料
割
當
、

勞
働
統
制
，
切
符
制
等

)

に
よ
り
生
產
：の
戰
時
欲
求
へ.の
適
合
及
び
消
費
抑
制
を
强
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
'ぬ
。

勿

論

こ

.の

直

接

的

財

貨

統
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.
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.

制
は
間
接
の
貸
於
統
制

C

價
枪
安
定
、.爲
替
管
理
.•
 

»
家
信
用
•
.租
税
等〕

に
よ
つ
て
補
足
含
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
從
來
の
貨
幣
操 

-

作
に
竝
ん
で
，
坐
產
消
費
の
領
域
に
互
る
財
貨
經
濟
.ベ
の
意
識
的
散
直
接
的
國
家
銃
制
が
現
は
れ
る
。
例
へ
'ば
消
費
抑
制
は
切
符
制
に

.よ
つ
て
：
の
：
み

事

览

達

.せ
ら
れ
る
の
で
ぁ
る
？
何
ど
な
れ
ば
、
切
符
制
に
よ
り
過
剩
な
私
的

M

買
九
は
市
場
か
ら
閉
め
出
さ
れ
、
も
の
を

.
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哀
.ひ
：得
な
く
な
る
か
ら
で
ぁ
る
、
だ
が
國
家
は
單
に
購
貢
カ
に
も
め
を
沄
は
さ
ぜ
な
い
だ
け
で
は
不
充
分
で
ぁ
り
、
同
時
に
と
の
過
剩 

....
購
買
力
を
國
庫
.へ
'吸
收
す
る
爲
に
.，
信
用
、
：租
税
等.の
貨
幣
手
段
を
併
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。

'
.

V
:斯
が
る
國
家
の
值
接
的
財
貨
統
制
な
る
調
達
法
こ
そ
常
に
第

一

<0
國
庫
'上
の
要
先

|:
-
圓
滑
に
充
足
す
る
と
共
に
、
更
に
第
一
一
の
國
拔 

.

經

身

上-

の
；

.

要

求
.

を

滿

し

得

る

の

で

ぎ

る

0

即
ち
..平
#
の
生
産
は
恐
ら
く
頗
る
迅
速.に
、
且
つ
さ
さ
し
た
る
無
駄
な
く
戰
時
の
生
產
ベ
轉 

換
さ
.

'

れ
得
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
場
合
國
家
は.價
格
引
.上
に
よ' ]

)

價
格
機
犠
を
介
し
て
自
動
的
に
♦而
か
も
除
々
に
生
産
計
畫
が
戰
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欲
求
に
逾
合
す
る
の
を
待
つ
必
要
が
な
く
フ.寧
ろ
國
家
.：は

直

接

原

.料

資

材

:'
,

>

#

.働

カ

を

.軏

當る
こ
；と
.

に
よ
&

こ
の
轉

敗̂
'

氣
令
し
.

得
.る
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か
:̂

で
，あ
る
.タ
こ
れ
に
.よ
つ
て
同
時
に
：望
ま
し
，か
ら
ざ
る
財
產
の
損
失
を
阻
止
1.
.^

I

 

ぐ
.

.

し
獲
る
？
モ
0
上
割
當
と
儐
格
安
定
と.に
よ
り
價
値
關
係
は
維
持
さ
れ.プ

：こ

れ

に

よ

づ
.
'て
.風

民

經

濟

に

ず

、
國
內
_
濟
の
_
固
た
る
計
算
の
栽
礎
が
保
證
：さ
，れ
る
。
そ
：れ
.だ

け

で

：は

な

く

菸
.に
第
三
：：
0
'社

會

政

策

上

の

，要

求

も

滿

さ
れ
るo

と
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. 
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•
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声
ふ
の
は
、'切
符
制
に
よ
り
貨
幣
購

I

具
力
は
停
止
さ
れ
：
高
額
所
得
者
.に
對
し
て
も
小
額
所
得
者
に
對
し
て
も
等
し
い
割
當
が
な
さ
れ 

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
貨
歡
，の
所
有
は
直
ち
に
商
品
の
購
貢
.カ
と
は
.な
ら
ず
、'寧
ろ
國
家
.の
許
可
に
よ
つ
.て
の
み
.そ
れ
は
可
能
で
あ. 

り
、
從
つ
て
公
平
な
戰
時
負
擔■の
.割
當
は
凡
ゆ
る
點
に
於
て
保
證
さ
れ
る
。
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、

斯
ぐ
の
如
く
國
防
經
濟
欲
求
を
滿
す
爲
ね
手
段
を
調
達
す
る
に
當
り
ノ
貨
幣
の
侧
か
ら
財
貨
の
側
に
重
點
が
移
さ
れ
て
來
た
。
と
と 

ろ
.で
財
貨
手
段
を
調
達
し
得
各
源
泉
は
何
か
。

：

そ
れ
は
前
號
.で
述
べ
.た
如
く
國
民
經
濟
が
持
つ
國
防
經
濟
カ
で
あ
る
9
そ
の
耩
成
要
素

は
、
•生
產
カ
な
る
素
林
と
經
濟
組
織
な
る
形
式
と
で
あ
る
。
更
に
生
產
カ
の

_
本

的

歡

成

要

素

は

國

民

_
.
同

體

の

勞

働

力

と

國

家

の

領

: 

.

• 

- 

.
 

> 

,
 

• 

.

有
す
る
國
土
の
自
然
力
と.

•

.

.兩
苕
の
結
合
に
よ
つ
て
旣
に
生
產さ

.

れ
て
ゐ
K
生
產
財
と
.か
な
る
。
又
こ
の
素
材
た
る
生
產
力
が
發
現

■ 

V 

- 

' 

- 

■

.

 

.

.

す
名
枠
で
：あ
る
經
濟
組
織
の
甚
本

的
！！

成
要
素
位
.經
濟
志
向
、
體
制
、
技
術
と.か
ら
な
る
の
で
あ
る
。

.

-.
斯 
<
:一
定
.p>
經
濟
組
織
な
る
.形
式
を
通
し
て
現
は.れ
る
生
產
力
に
よ.つ
.て

生

み

出

さ

：れ

た

財

貨

を

.以
つ
て
、
國
防
經
濟
欲
來
を
充
足

11

-ス;• -vf-v .

す
^
9 .

で
.

る̂
巧
然
し
國
防
經
氣
飲
求
の.充
足
.に
當
て
#-
.る
財
貨
は
、
：、單
：に
現
在
働
い
て
ゐ
る
生
產
カ
に
よ
つ
て
生
み
出
さ
れ
た
社
會

' 

的
生
產
物
.C

そ
の
貨
幣
的
表
現
た
る
國
埒
所
得
 >

 

に
限
.る
も
の
.で
は
.な

い

.0
更
に
過
去
に
於
け
る
坐
產
カ'に
よ
つ
て
生
み
出
さ
れ
、
而 

か
も
消
費
さ
れ
ず
に
現
在
迄
蓄
積
さ
れ.て
ゐ
る
財
貨
、.即
ち
國
民
財
產
も
亦
動
員
し
得
る
。
そ
の上
將
來
に
於
け
る
生
產
力
に
よ
つ
て 

生
み
出
さ
れ
を
社
會
的
生
產
物
、
.
從
り
て
將
來
の
國
民
所
得
を
も
動
員
し
得
る
。
こ
れ
被
外
國
よ
り
信
用
を
受
け
、
ヒ
れ
に
よ
つ
て
現 

在
必
要
，と
す
る
財
貨
手
段5:
.外
國
よ
り
調
達
し
、
そ
の
代
價
を
將
來
の
く
國
民
®
#
に
よ
つ

V,

支
拂
ふ
場
合
で
あ
る4 :

そ
れ
故
財
貨
手
段 

調
達
の
■源
.來
は
.

；1.、
.

現
在
.の
生
産
力
，
哪
ち
社
看
的
生
產
物

(

國
民
.所
#.
：) 
ニ
、
過
去
の
.坐
產
カ
、
即
ち
國
民
財
產
、.

三

、
將
來
の
生 

產
カ
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如
を
外
國
信
用
と
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更
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と
れ
等
當
手
段
調
達
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源
泉
を
詳
し
く
說
明
す
れ
ば
、
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現
按
の
坐
產
カ
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看
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生
產
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國
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所
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財
貨
調
達
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源
泉
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國
民
經
濟
內
に
現
在
働
い.て
ゐ
る
生
.產
カ
で
あ
る
。

こ
の
生
産
力
.は
前
述
の
如
く
素
材
と
し
そ
は
勞
働

.
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自
然
カ
ゃ
生
產
財
な.る
.坐
產
諸
要
素
か
ら
故
る
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だ
が!&
れ
等
素
财
の
存
在
量
に
^

づ
て
直
ち
に
生
産
力
の
大
さ
は
決
定
さ
れ
る 

.も
の
.で
は
な
.い
？
杏
な
そ
れ
等
の
存
往
量
は..單
.に
生
產
カ
へ
の
可
能
性
を
與
べ
る
に
過
，ぎ
な
い
。
そ
れ
等
が
現
實
，に
坐
產
カ
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轉
化
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爲
に
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さ
れ
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組
織
さ
れ
な
け
れ
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な
ら
奴
。
と
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ろ
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ー
國
民
經
濟
內
に
存
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こ
れ
等
素
材
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組
織
の
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方
に
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種
夂
の
形
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が
考
へb
れ
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で
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の
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何
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.て
異
な
：つ
た
大
さ
の
生
產
カ
が
現.實

に

現
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冬
ぅ
特
に
唑
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ヵ
^
太
さ
を
決
宛
す
农
ネ
の
と
し
七.組
織
の
薏
義
は
、
；統
制
費
本
生
義
な
る
經
濟
耩
造
.竝

び

に

總

ヵ

戰

な

.る

戰

爭

形 

.:.
,-'-
態
の
下
に
於
セ
ぽ>
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ひ
重
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さ
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と
な
れ
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.場
合
に
は|

國
民
經
濟
内
に
從
來
利
用
さ
れ
ず
に
あ
つ
た
勞
働
办
、
自
然
力
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ま
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罾
の
素
材
は
不
可
避
的
比
枯
渴
し
來
た
り> 
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.、
園

金

«
業

狀

態

に

達

す

る

故

、
：
こ
：れ

等

完

§

業
狀
態
.に
.̂

る
素
林
が
ら
最
大
限
の
生
：產
ヵ
を
產
み
出
さ
ん
が
爲
に
組
線
の
問
題
が 

'■
•童

要
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'
、
直
接
に
國
內
の
軍
需.、
.
’民
需
、
投
資
等
の
國
防
經
濟
欲
求
を.充
足
す
可
き
.財
貨
手
段
M

產
す
る
.と
共
に
，
，

.

■
-'
-
.
b、.，間
接
に
輸
8
茼
品
を
坐
產
し
，

こ
れ
が
輸
坩
代
慣
と
し
て
國
防
經
濟
欲
求
を
充
足
す
可
き

&

*
の
輸
入
を
圖
る
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と
Z

ろ
で
國
防
終
濟
欲
求.中
軍
需
は
ぶ
斷
に■
民
經
濟
の
苒
生
皆
過
程
か
ら
財
貨
を
脫
落
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
完
全
就 

，
業
狀
態
下
に
あ
つ
て
廒
大
な
事
需
が
持
辙
す
る
.限
り
，
»
貨
特
に
^
產
財
の
脫
落
を
.通
じ
^
產

ヵ

自

體

も

脫

落

し

.、
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低

下

せ

ざ

る

を
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產

力

の

低

下I

秦

る
t

、
.一
隹

於
I

I

如

ぐ

組

織

罢

パ
る
と
掏
時
に
、
.他

方

脫

落

し

た

決

產

力

を

補

填

：す

る

爲

：に
二

'の
：國
民
財
摩
の
動
員
乃
至
三
の
外
國
信
周

：

の
設
定
を
行
ふ
。

■.
ニ
、
.過
去
の
生
產
カ
、
：即
ち
國
民
財
產..：:I 

,

ン

「
,

.-'.:,-.

.

.

..,
'國
民
財
產
め
.具
體
的
&
姿
は
、.國
內
的
に
が
商
品
：

k

ト
ジ
ダ
、M

畜
>
.
.
±地
建
物
V
. H

場
、
機
械
、
交
通
觀
關
等
で
あ
り
、
對
外
的 

に
は
.外
貨
準
備
.

(

金
及
び
爲
樣)

對
外
投
資
等
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
等
國
民
財
產
は
悅
落
坐
菝
力
を
補
境
し
、
阈
防
經
濟
钬
求
を

充
足
す
.る
爲
の
財
貨
生
.產
を
如
何
に
維
持
し
て
行
く

 

■か

。

そ

の

、
主

た

；

方

決

.は
^
の
四
つ
で
あ
る
。

’ 

.

a
.、
國
民
經
崎
の
商
品
ス
.ト
ッ
ク|:
:

.唆
ひ
.故
ら
す
こ
と
に
：よ
り
、
脫
落
し
た
原
料
資
材
等
の
補
谓
を
ー
時
强
行
す
る

.

.
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b
v 

.
農
業
、.
.林
業
、
收
畜
業
、
鑛
山
業
等
に
於
て.濫
作
、
濫
伐
、.濫
殺
、
濫
掘
を
行
ひ
、
つ
ま
り
自
然
力
の
濫
用
に
よ
つ
て
脫
落
生 

產
カ
吖
補
塡
を一

時
强
行
す
る
O
.
V 

.

.

ノ
. 

.

.

'

•

'

'

ぐ

.し

C
、
國
防
經
濟
欲
求
に
、と
つ
て
さ
し.て
重
.要
な
ら
ざ
る
財
貨
の
生
產
に
用
ひ
ら
队
て
ゐ
る
エ
_

機
械
、
交
通
機
關
.の
塡
補
投
資
を 

中
ヒ
し
、
そ
札
4
を
過
度
に
使
闬
し
、
そ
れ
に.よ
.つ
て
解
放
さ
れ
.た
生
產
カ
..を
.國
防
經
濟
欲
求
に
と0
て
重
要
な
財
貨
生
幸
に
振
れ
替

へ
.る
。
だ
が
こ
の
塡
補
投
資
の
中
||
:

は
結
局
に
於
て
國
民
經
濟
の
物
的
生
產
施
設
の
濫
用
な
る
點
.に
於
て
ゎ
の
場
合
に
類
似
す
る
も
の
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ぐ
あ
り
、
脫
落
生
產
力
の

一

時
的
補
塡
に
過
ぎ
な
いo

、

.
'

4
、
金
準
備
及
び
外̂

投
資
.を

處

分

す

る

こ

、
と
'̂
よ
り
"
外
亂
か
ら
原
料
資
材.、
機
械
.類
或
は
食
料
品
等
の
追
加
，輸
入
を
行
ひ
、
こ 

れ
に
よ
っ
'て
脫
落
座*
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を

：
一
時
補
塡
す
る
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業
狀
態
の
下
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掘
大
な
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が
存
續
す
る
限
り
：、
現
在
國
民
經
濟
內
に
働
い
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ゐ
る
生
產
力
は
減
少
し
て
來
る
か
ら
、
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信
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設
定
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よ
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時
外
國
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財
貨
の
追
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輸
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脫
落
生
產
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填
し
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於
け
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次
に
吾
々
は
，
と
れ
等
の
源
泉
か
ら
如
何
な
る
過
程
を
迆
っ
て
國
阪
經
濟
欲
求
を
充
足
す
る
爲
の
諸
財
貨
が
絕
ぇ
ず
調
達
さ
れ
る
か 

を
册
究
し
ょ
ぅ- °
:

換
言
す
れ
ば
、
國
防
經
濟
欲
求
の
調
達
過
程
と
し
て
の
國
民
經
濟
0
苒
生
#
過
程
を
硏
究
す
る0 

拟
て
今
日
の
競
制
賓
本
主
義
な
る
國內
經
濟
構
造
竝
び
に
ブ
ロ
ッ
.ク
經
濟
な

翁

際
經
濟
構
造
を
前
提
す̂.

限
り
、
三
っ
の
財
貨
簡

/
 

■ 

I 

• 

. 

• 

V 

•
. 

.

.

.

.

達
1
痕
中
、1

^

避
.ニ
は
そ
の
重
要
さ
が
著
し
く
®
下
し
て
ゐる
。
先

づ

ニ

の

賢

財

產

の

贄

で

あ

る

が

、
そ
の
主
要
な
方
法
は
商 

品

ス

ト

ッ
.;
^
の
唆
名
し
と
金
乃
至
黹
外
投
資
選
分
で.あ
る
0
.と
|

で
統
制
資
本
主
_
下
に
.あ
っ
-
て

は

不

斷

に

財

貨

が

苒

生

產

« 

程
か
ら
脫
落
す
る
爲
、
旣
に
平
時
に
於
て
も
次
第
に
國
民
財
產
の
喰
ひ
減
ち

し
が
！！；

は
れ
て
居
り
、
從
っ
て
戰
時
狀
態

に

人

っ

た

場

合

 

特
に
國
民
財
產
を
動

員

し

得

る

馨

達

し

い.0
又
ブa

、ソ

ク

經

濟

が

結

成

4
れ
、
國
際
間
tc
於
け
る
讨
貨
、
.資
本
の
自
由
移
動
が
阻 

，
寄

さ

れ

て

ゐ

る

爲

'
金
乃
至
海
外
投
資
の
處
分
に
ょ
り
必
要
財
貨
の
外
國
■の
輸
入
は
困
難
に
な
つ
た
し
、
更
に
外
國
信
用
の
設
定 

も
亦
困
難
を
加
へ
る
に
至
つ
て
ゐ
る

。

そ
れ
故
吾
メ
は
そ
；の■國
民
雜
濟
に
現
在
働
い
.て
ゐ
る
生
產
カ
を
斑
發
點
と
し
て
財
貨
の
調
達
過

程
を
硏
賓
す
る
o
,
.钱
に
於
て
吾
々
..の
出
發
點
は

.5

の
經
濟
組
織
の
下
に
現
#
働
い
てゐ
る
生
産
力
で
あ
：り
、
.っ
ま
り
國
访
經
濟
力
で

• 

...
 

• 

• 

•

あ
り
、
.既
に
述
べ
.た
如
く
こ
れ
を
.表
式
を
以
つ
て
.表
は
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
P
..;

X

-

:力 經 m  m  m

織 -組 濟 經

技 體 經

濟

志

術 制 尚

力 庫 生

生 自 勞

產： 然 働 ’

' m 力 力

と
こ
ろ
で
一
國
民
經
濟
の
持
つ
總
坐
產
力.は
不
斷
に
社
會
的
生
產
物
を
再
坐
產
し
て.行
く
。
更
に
詳
し
く
云
へ
ば
、
坐
產
力
は
勞
働
カ

と
坐
產
財
と
が
結
び
つ
い
て
自
然
力
に
働
き
掛
け
る
こ
と
に
ょ
つ
.て
坐
ず
る
。
こ
の
生
産
力
が
生
產
的.に
消
費
さ
れ
て
、
消
費
財
と
坐

.

.

.

. 

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

«

，産

財

と

を

再

生

產
.す
る
。
更
に
前
者
の.消
費
財
は
生
溶
資
料
と
し
て
消
費
す
：る
こ
-と
'に
ょ
つ
て
勞
働
力
を
再
生
產
す
る
。
斯
く
て
最
初

/

 

- 

■ 
■

 

• 

■

 

• 

一
' 

.

/ 

• 

.

生
產
力
と
し
て
消
費
し
た
勞
饊
丸
と
生
產
財
と
が
再
坐
產
さ
れ
、

.
名
れ
等
が
再
び
結
び
つ
い
て
自
然
力
に
働
き
掛
け
、
以
.つ
て
坐
產
を

* 

. 

.
 

. 

■ 

, 

. 

. 

.

.

. 

■ 

. 

. 

■

, 

.

續
行
す
る
0

:

そ
れ
故
坐
產
カ
ぞ'の
も
の
が
稃
坐
產
さ
れ
、

:

從
つ
て
財
貨
の
再
生-#
於
營
ま
れ
る
爲
に
は
、一

國
民
經
濟
の
揭
つ
總
坐
產

.

.

.

 

，■
.

.

.

'

.

.

ぃ
.

.

-
 

.

〜

.

カ

は

消

費

財

產

巢

部

門

と

生

.產
財
產
業
部
門
と)

に
割
當
て
.ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
社
會
的
坐
產
物
は
消
費
財
と
生
產
財
と
か
ら
な

• 

' 

.

 

■
■ 

r 

.

.

.

.

.

 

.

•

.

 

- 

. 

.

.

:

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
式
を
以
つ
て
表
は
ず
'な
ら
ば
、
次
ー
の
如
く
で
あ
る
。
：

.

 

•

門 部 寒 ‘.產

消
費
財
產
業
部
門
，

坐
產
財
產
業
部
門

■-'

. 、

•.
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物產生的會婢

, 生 消

•產
，費

財 財

得 所 民 國

貯 消

蓄 費

坪 部

分 ‘

.

國
防
鸫
濟
欲
求
ネ
調#
. 

四
六
.
‘ 

O

M

»

Q

>

こ
れ
等
消
費
財
及
び
也
產
財
か
ら
な
る
社#
的
生
淹
物
が
坐
產
さ
れ
る
際
、
同
時
に
國
民
所
得
が
形
成
さ
れ
る
o
とI

K

ふ
の
は
*
こ 

れ
等
財
貨
の
坐
鹿
に
際
し.用
ひ
ら
れ
た
，勞
働
力
、
自
然
力
、
生
產
財
：の
提
供
者
は
、
そ
の
報
酬
と
し

.て
夫
々
貨
幣
^
態
に
於
て
*
 

俸
給
、
.-
企

業

家

利
:^
地
代
、
，資
本
利.乎
等
の
斯
得
を
得
る
か
ら.で
あ
る
o 

.
と
こ
2
で
ヒ
.の
貨
幣
形
態
.に
.於
时
る
國
民
所
得
は.

一
方 

に
於
て
勞
働
力
を
再
生
產
す
る
爲fc
直
避
消
廣
財
の
購
入
に
亥
出
さ
れ
：る
消
費
部
分
と
-他
方
に
於
て
.

一

部
そ
の
直
接
消
費
を
抑
制
し
、 

貯
蓄
さ
れ
る
部
分4
に
分
れ
.る
。
：.後
考
の
_貯
蓄
部
分
は
|1
で
資
#
と
1;
て
支
.出
.さ
.れ

、

坐

趦

財

：の
購
.入

に

當

て

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

。 

そ
れ
故
國
民
經
濟
の
苒
坐
產.の
均
衡
像
件
は
社
會
的
生
產
物
の
耩
成
即
ち̂
乾
さ
れ
た
消
費
財
と
生
產
財
相
五
の
比
率
ど
、
國
員
所
#' 

の
構
成
即
ち
消
費
部
分
と
貯
蓄
部
分
相
瓦
の
此
率
と
が
均
衡
す
る
に
，ぁ
る
ケ
と
れ
を
表
式
を
以
つ
て
表
は
せ
ば
、
次
の
如
く
な
る
。

斯
く
國
民
所
得
は
一
方.に
於
て
直
«.
消
費
支
出
，に
當
て.ら
れ
.る
と
共
に
、
他
方
貯
蓄
を
通
し
て'資
本
支
出
に
當
て
ら
れ
る
。
後
者
の 

資
本
支
出
は
單
純
搏
生
產
の
場
合で
あ
れ
ば
填
補
投
資
に
當
て
ら
れ
.る
し
、
撅
大
再
坐
產
の
場
合
で
あ
れ
ば
塡
補
投
資
竝
び
に
擴
張
投 

資
に
當
て
ら
れ
る
。
然
し
乍
ち
實
際
に
は
國
民
所
得
中
^
蓄
部
分
は
單
に
資
本
支
出

.に
當
て
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
.更
に
後
に
述
べ 

る

如

く

租

视

ノ

：借

入
.、
.
:«
幣
創
造
等
を
通
じ
國
家
支
出
に
も
當
て
ら
れ
る
の
で
ぁ
る
。
そ
れ
故
國
民
所
得
の
支
出
は

一
、
消
費
支
出
-

へi
r

 

本

隹

出

ニ
、
. 國
家
支
出
と
に
. 分
:̂ 
け
れ
ち
る 

o

.

.

.

.

'

’ 

■

然

ら

民

^
得
の
と
，れ
等
支
出
.へ
の
割
當
は
如
.俩
.に
.し
セ
決
定
さ
れ
る
の
か
。

こ
の
割
當
を
決
定
す
る
者
は
人
、
個
人
乃
至
企
業

• 

■ 

■ 

• 

' 

. 

I 

-

B

•
銀
行
、C
、

國
家
と
で
あ
る。

,

A

，
個

人

乃

至

企

_

の

自

曲

貯

蓄

 

' 

.

個
人
所
得
考
の
多
く
は
自
由
意
思
か
ら
そ
の
所
得
の
ー
部
を
蓄
へ
、
普
通
こ
れ
を
金
利
、
安
全
性
、
財
產
管
理
の
上
か
ら
銀
行
其
他
、

の
金
融
機
關
に
預
金
す
る̂
斯
か
る
形
態
の
資
本
蓄
積
は
ノ
第
ー
に
消
費
制
限
が
自
由
意
思
に
よ
つ
て
な
さ
れ
、
第
二
に
貯
蓄
す
る
者

•
J 

■ 

. 

. 

' 

. 

' 

i
:

 

-

.

 

-
-

 

、

と
.投
資
す
る
者
と
が
異
な
る
點
に
特
徵
が
あ
る,0
個
人
が
保
險
を
な
す
場
'合
生
ず
る
資
本
の
蓄
積
も
亦
と
れ
と
本
質
上
何
等
異
な
る
も 

の
で
は
な
く
- 

■
た
だ
資
本
蓄
積
の
動
機
と
技
術
が
異
ふ
だ
け
で
あ
.る
。
■更
に

企

奢

そ

の

收

益
.の一

部
を
自
發
的
に
貯
蓄
し
、
自
己
資

■本
の
蓄
镇
を
行
4

0
と
の
場
合
め
資
本
蓄
積
は
貯
蓄
す
る
者
と
投
資
す
る
者
と
が
同

|

な
名
；點

に

於

て

個

人
0
場
合
と
異
な
り
得
る0

——

,

.

,

:

,

.

.

.

. 

•

■

 

.

.

.

 

.

,

然
し
金
業
に
於
け
る
蓄
積
資
本
も
再
び
投
資
さ
れ
る
迄
は
銀
行
に
預
金
さ
れ
る
。

 

\

■ 

B 

'
銀
行
.の
信
用
創
造
を
介
し.

て
..

の
.强
制
貯
.蓄
.

.

.

.

.
，て. 

'

.銀
行
は
單
に
個
人
乃
至
企
業
の
な
し
た
貯
蓄
を
爾
り
、
匕
の
實
質
.預
金
を
他
に
資
本.と
し
て
貸
附
け
.る
ば
か
び
で
允
く
、
吏
に
銀
行 

券

、

手

形

の

發

行

に

よ

り

信

ぼ

創

造

.を

行

ふ

o
.そ
0
結
果
購
買
手
段
；は
增
加
し
、
こ
の
附
加
的
購
買
手
段
が
企
業
家
に
貸
附
け
ら
れ
る
。 

.こ

.の
場
合
.

一

定
條
件
の
下
.で
資
本
蓄
積
が
行
は.れ
る
o
.そ
：の
條
件
と
は.附
加
信
用
が
物
價
騰
貴
を
惹
き
羝
す
と
と
で
あ
る
。
■
ち
附
加 

信F

に
よ
り
通
貨
が
膨
脹
し
、
そ.の
結
果
物
價
騰
貴
诉
起
れ
ば
、
定
額
所
得
者
乃
至
物
價
騰
貴
に
此
例
し
そ

(0
所
，得
が
.急

速

*に
增
加
せ

;

國
防
鸫
濟
欲
求
の
調
達'
/
. 

'

.

.©
七

'

(III.

四
I

V
へ
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國
盤
濟
欲
求
s

達
、

，

：

.

-

 

:

-

,

西
八
'

a

 

ニ
.
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四
5 

.

ざ
各
者
は
、
！11む
.

な
く
そ
の
消
費
を
制
限
し
な
け.れ
ば
.
，な
ら
ぬ
0
そ

.-
0
結
果
全
體
か
ら
見
て.
、
# -

來
よ
り
も
國
民
所
得^ '

消
費
.部
分
は

減
少
し
.、
..貯
蓄
部
分
は
增
加
し
、
資
本
蓄«.
.が
行
は
れ
.る
。
，
普

通

，
の

資

本

蓄

積

と

異

な

る

點

は

，

m

一
 

A
貨
幣
價
値
の
引
下
に
よ
り
國

' 

* 

■ 

• 

. 

. 

■

.
 

.

.

.

. 

.

民
所
得
中
貯
蓄
部
分
を
增
加
さ
せ
る
點
と
、
.第
一
一
に
物
儐
騰
貴
を
介
し
間
接
に
消
費
制
强
制
す
る
點
と
、
第
三
に
消
費
制
限
に
對 

し
何
等
の
報
酬
も
與
へ
ら
れ
ぬ
點
と
で
あ
る。

.
■
. 

.

,

- 

■ . 

c 

h
國
家
.の
租
税
、
.借
人
、
，
貨
幣
創
造
を
介
し
て
の
貯
蓄
.

,

.

,

}

, 

、

■
'
，
租

税
;
.へ

'
.い

\

'

國
家
は
國
防
費
其
他.の
：國

家

支

出

に

當
.て
る
爲
、
.租
税
の
徵
收
を
行
ふo
:租
税
の
徵
收
.は
國
民
所
得
中
消
費
部
分
を
制
限
し
、
貯
蓄 

.を
强
制
す
る
。
こ.の
.租
税
微
收
が
强
制
貯
蓄
な
る
點
に
於
て
銀
行.の
信
用
創
造
を
介
し
て
の
貯
蓄
と
類‘似
す
o
'然
し
前
者
は
國
家
の
最 

高
權
力
に
基
づく

直
接
的
强
制
貯
蓄
で
あ
り
、
後
者.は
物
價
騰
貴
を
介
し
て
の
間
接
的
强
制
貯
蓄
で
あ
る
。
平
時
に
於
て
.國
防
支
出
に 

當
て
る
爲
租
税
徵
收
を
な
す
は.勿
論
、
.吏
に
戰
時
に
膨
脹
す
る.國
防
支
出
を
賄
ふ
爲
、

.

增
，稅
を
行
ふ
必
要
があ

る

？戰
費
を
增
税
に
よ 

っ
て
賄
ふ
こ
と
はV
.第

一

.に

國

庫

の

上

か

ら

一

ギ

っ

て

借

入

と

異

な

り

利

子

負

擔

が

無

い

點

が

有

利

で

あ

る

？

第
一

1

に
國
民
經
濟
上
か
ら 

一5

て
も
、
直

接

紙

親

者

の.從
來
の
欲
求
充
足
を
抑
制
し
、
從
っ
て
所
得
及
び
需
要
形
成
の
側
か
ら
し
て
生
産
力
の
戰
時
欲
求
充
足 

人
の
轉
淑
を
助
成
す
る
。
，
.即
ち
租
税
に
よ
っ
て
私
的
欲
求
が
淛
限
さ
れi
ば
、
そ
れ
だ
け
戰
爭
遂
行
の
爲
に
生
產
施
設
を
民
需
か
ら
幕 

需
ヘ
.と

激
-.
1

^
る
と
と
が
可
能
.と
な
る
。
第
三
に
社
會
政
策±
か
ら
云
つ
て
も
、
戰
費
を
租
税
に.よ
つ
て
賭
ふ
.方
が
他
の
方
法
よ
り
も 

';*
る
：程

度

國

‘展

負

檐

の

：

公
平
.な

割

當

，が

な

さ

.

.れ

得

る

何

と

な

れ

ば

、
'
平

時

と

異

な

り

戰

時

に

は

高

額

所

#'
.者

に

對

し

重

稅

を

課

し

得
i

.

る
加
ら
で
あ
るo
;

然
し
斯
か
る
馨
が
あ
る
に
せ
，よ、：戰費
を
增
康
の
み
に
ユ
つ
て
贿
ふ
こ
と
^

こ
の
眼
界
は
租
税 

苜
身
'

.

の
牲
質
かb

生
じ
て
來
る.
の
で
あ
り
、.
即
ち
.

租
稅
は
，

一

定
の
税
率
に
從
つ
て
各
人.か

ら
等
し
く
戰
費
を
徵
收
し
得
る
に
過
ぎ
ぬ
か

.
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.
 

•
 

• 

.
 

.
 
•
 

.
‘

ら
で
あ
る
b
.從
つ
て.1

方
に
於
て
.は
間
々
の
：場
合
に
利
用
し
得
る
戰
費
調
達
源
泉
を
充
分
利
用
し
得
な
い
の
で

あ
り
、
と
れ
は
自
FI
1
意

思
に
よ
る
借
入
に
よ
：つ
て
の
み
達
せ
ら
れ
る

O

叉
他
方
に
於
て
租
税
は
勝
手
に
：無
制
限
に
引
上
ら
れ
る
も
の
.
.で
は
な
く
、
斯
く
す
る
時

;
 

,
 

' 

、

• 

•
 

.
.

.

,は
經
濟
界
に
非
常
な
混
亂5:
惹
き
起
す
に
茧
る.。
こ
の
限
界
垃
夫

.々の
國
の
經
濟
#
造
及
び
粗
税
體
系
に.よ
つ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
。 

然
し
前
大
戰
に
於
て
英
國
の
如
く
租
税
徵
收
に
重
點
を
置
い
た
國
で
す
ら
、
こ
れ
に
な
つ
て
戰
費
の

1
1

割

を

も

贿

ふ

ヒ

と

が

，出

來

な

か

, 

» •
 
•
 

I
 

■
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つ
た
。

第

一
次

大

戰

前

と

較

べ

、
今
日
各
國
の
租
税
負
擔
は.平

時

か

ら

旣

：に

修

脹

し

，て

ゐ

る

以

上

、

.戰
時
に
增
税
に
訴
へ#
る
限
界
は
，
 

遙
か
に
低
く
な
つ
て
ゐ
る
。 

b

借
入
ノ

.乎
時
に
於
け
る
國
防
支
出
の
み
な
ら
ず
、
更
に
戰
時
に
膨
脹
す
る
國
防
支
出
を
賄
ふ
手
段
と
し
て
は
、
增
税
の
外
に
借

.入
が
あ
.る
。
特 

に
戰
時
に
於
て
增
税
よ
ね4
僚
入
を
洧
利
と
す
る
點
は
次
の
三
點.で
：あ
る
。
第
一
に
增
銳
と
異
な
り
借
入
に
よ
る
時
は
、
國
民
所
得
.の 

動
員
が
自
由
意
思
に
よ
つ
て
な
さ
れ
、
從
つ
て
，過
度
の
增
税
を
な
す
場
合
に
現
は
れ

.る
國
民
經
濟
の
混
亂
が
避
け
得
ら
れ
る
點
に
あ
る
。 

納
税
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
、
借
入
に
よ
る
戰
費
調
達
は
結

^

一
 

定
期
間
に
租
税
を割
當
る
こ
.と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
現
在
高
率 

，
の
課
f

受
け
る
.代

り

，
に
長
期
間
I

る
利
拂
•
，
償
激
の
爲
の
|

が
生
ず
る
。
然
し
阶
か
る
時
間
上
の
分
散
は
國
民
經
濟
に
と
つ
て 

.重
要
な
意
味
が
あ
る
。
と
一
衣
ふ
の
は
、
.こ
れ
に
よ
り
税
率
の
突
然
の
過
度
の
引
上
が
避
け
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に 

.國
防
經
濟
欲
求
の
調
達
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小
I

の
戰
f

戰

嘗

達
f

u

s

i

l

'
運
營
さ
れ
る
？.そ

れ

故

英

國

は

南

呵

戰

淨

の

潜

時

に

於

卞

、

又

■伊
太
利
は
ァ
.：ゼ
シ
1
1デ
戰
爭
0 .

當
時
.に
於
て
斯
か
る
方
法
に
訴
へ
た0

.
:
,第一
:
1に
借
入
を
有
利
と
す
る
點
は
、
甚
額
の
戰
費
钇
短
期
間
£
調
達
し
得
る
點
で
あ
各
。m
税

.の

徵

收

に

は

一

定

期

間

を

要

す

る

に
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:
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ソ
汝
し
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借
入
I
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_

費
|

期
間
に
調
養
しI
I

は
、
旣

に

樊

戰

'のI

實
に
.

と

れ

を

物

語

つ

，
て
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第
三
に
借
入
を
有
利
と.す
；る
點
は
；

V
家

庭

の

貯

金

乃

至

炎

業
.の
積
立
金
の
如
く
、.單
に
耝
税
を
以
つ
て
し
て
は
充
分
動
員
し
得
ざ
る
：
-

.資
金
を
戳
費
ヒ
調
達
し
得
る
點
に
あ
る
。
戰
時
に
於
け
る
斯
か
る
貯
金
乃
至
遊
資
は
普
通
，

一

般
に
考
へ
る
の
と
は
違
ひ
、
可
成
の
巨
額

•

 

.

 

-

 

.

.

.

.

.

.

.

.に
達
す
る
の
で
あ
る
ャ
そ
の
理
凼
と
す
る
所
は
、
諸
坐
產
施
設
が
.戰
時
經
濟
.へ
稗
編
成
さ
れ
る
途
土
贮
於
て
、
旣
に
得
て
ゐ
る
所
得
乃 

「

、至
收
益
は
從
來
の
投
下
ロ
を
見
次^!
し
、
又
炎
業
は
從
來
の
ス
ト
ッ
ク
が
枯
渴
し
、
こ
'れ
を
補
充
し
得
な
い
し
、
更
に
設
備.の
：吏
新
が 

不

可

能

と.な
る
爲
、
不
可
避
的
：に
遊
資
が
增
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
か
る
遊
資
を
吸
收
し
、：
と
れ
を
戰
時
欲
求
に
嚮
は
し
め
る
點
に 

.公
債
發
行
の
國
民
經
濟
上"の
重
要
な
意
義
が
あ
る。

,.

:

'

斯
く
戰
費
調
達
の
手
段
と
し
て
借
人
を
有
利
と
す
る
と
雖
も
、
決
し
て
借
入
の
み
に
訴
へ

.る
こ
と
は
出
来
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
借 

入
な
る
手
段
に
ょ
つ.て
は
、.戰
時
に
次
第
に
生
產
ヵ
が
箪
需
に
動
員
さ
れ
て
行
く
の
に
相
應
し
私
•的
消
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
な 

.

い
か
ら
.で
あ
る
。'即
.ち
借
入
に
.ょ
つ
て
は
單
に
自
由
意
思
か
ら
消
費
抑
制
が
な
さ
：れ
る
に
.と
ど
ま
り
、
決
し
て
戰
時
經
濟
が
要
求
す
る 

程
度
に
消
費
制
限
を
强
制
し.得
な
い
.か
ら
で
.あ

る

。
，斯

く

國

民

經

濟

上

必

要

な

消

費

制

限

が

充

分

達

.せ
ら
れ
な
い
ば
か̂

V

で
な
く
、
更

•
 

.
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.
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i

k

借
入
に
よ
つ
て
は
社
會
政
策
上
必
要
な
戰
費
負
擔
の
公
卒

t

割
當
も
達
せ
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
‘割
當
問
題
を
將
來
に
持
ち
越
す

に

と

ど

ま

る

{

.
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貨
幣
の
創
造 

• 

. 

,

.

國
家
が
國
防
費
其
他
の
國
家
支
出
に
當
て
る
爲
の
手
段
の
'調
達
法
と
し
て
は、
.第
三
に
貨
幣
の
.創
造
が
擧
げ
ら
れ
る
。
即
ち
國
家
が 

直
接
货
幣
創
造
を
行
：ふ
か
、.或
は
.公
債
を
發
券
銀
行
に
單
獨
引*
さ
せ
、
と
れ
が
代
價
と
し
て

@
tr
に
貨
幣
創
造
を
行
は
し
め
る
か
す 

る
。
.
こ
の»

加

吣«

^
創
造
の
國
民
^
濟
に
對
す
る
作
用
は
、.旣
'に
.述
：ベ
^
如
く
、.そ
の
國
民
經
濟
'に
多
く
の
.休

待

生

產

力

が

存

す

る 

か
.否
か
に
よ
つ
て
異
な
る
。

(

即
ち
休
待
坐
產
カ
の'存
す
る
場
合
に
は
事
實
社
會
的
生
產
物
の
增
加
，を
來
た
す
し
、
こ
れ
が
存
せ
ざ
.る
場

合
.に
は
價
格
イ，ン
フ
レ
ー
,シ
戶
ン
が
起
る
。
價
格
イ
シ.：.フ
.
レ

ー

シ

ョ

ン
，
が起
る
場
合
に
は
•價
格
騰
貴
を
介
し
て
消
費
を
抑
制
し
、
間
凝

-
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_に
拧
蓄
を
强
制
.̂
'
る

-0
即
ち
國
家
の
貨
幣
創
造
は
値
格
騰
貴
を
介
し
て
間
接
的
强
制
貯
蓄
を
齎
ら
す
點
に
於
て
銀
行
の
信
用
創
造
と
同

• 
..
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作
用
を
營
む
々
然
し
增
税
に
よ
る
直
接
的
强
制
貯
蓄
と
異
な
り
、
戰
費
負
檐
の
公

¥
纪
る
割
當
.を
意
識
的
に
行
ひ
得
な
い
。
だ
が
價

格
騰
貴
が
忍
び
.得
る
程
度
，
の
:4
の
で
ぁ
1?
,
、
且
ク
騰
貴
の
速
度̂:
緩
や
か
な
る
.
,り
、
直
接
增
稅
に
よ
り
消
費
制
限
を
强
制
す
る
よ
り
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民
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與
：へ
る
心
理
的
壓
迫
は
少
な
い
？
何
と
な
れ
ば
、
'こ
の
.場
.脅

感
ぜ
^
れ
.る
に
過
.ぎ
な
い
か
ら
-1
?

4
る
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.そ.の

..上

：
一

定

限

度

&

に
働
格
騰
貴
が
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づ
.け
さ
れ
る
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ら
ば
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戰
時
欲
求
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の
坐
產
の
轉
換
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等
S
つ
の
方
法
は
相
互
に
有
機
的
關
聯
に
於
て
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

'が
>
.そ
.の
內
就
れ
の
友
法
に
重
點
が
置
か
る
可
き
か
は
、
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當
1

.
の
經
濟
狀
態
及
び
戰
辱
の
規
模
、に
ょ
つ
て.異
な
る
。
更
に
戰
爭•の

時

間

的

經

過

に

從

つ

て

も

異

な

る

の

、
で

ぁ

り

、

例

へ

ば

.戰

爭
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借
入
政
策
が
と
ら
れ§

し、、戰
し
た
賢
の
時
期
に
は
突
然
の
豪

I

求
！

_

行
.は
れ
I
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f

更
I

I

續
期
間
に
は
私
的
消
費I

制
し
、
®

1
得
の
流
れ
I

時
欲
求
の
方
向
に̂

.爲
-に
、
戰
時
增
税
と
借
人
と
が
併
用
さ
れ
な
け
れ
«
な
ら
ぬ
。(
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.斯
く
の
如
く
、，國
民
所
得
は
A
、
.個
人
乃
至
命
業
のI

貯
蒂
，，
B
、

銀
行
の
，信

用

創

造

を

介

し

て

の

强

制

貯

蓄

、

C
、
國
家
の
祖

V 

• 

. 

.

. 

V

 

. 

. 

; 

•

 

• 

•
- 

. 

' 

、
. 

. 

- 

•

税
、
借
入
、
貨
幣
創
造
を
介
し
て
の
貯
蓄
を
通
じ
、
消
費
支
出
.•
資
本
支
出
、
國
象
支
出
へ
と
三
分
さ
れ

y

行

く

。

そ

し

.て
こ
れ
に
ょ

.
• V
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• 

»
v
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. 
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つ
て
民

»

、
0

,

軍
需
等
の
國
防
經_
||
欲
求
に
對
す
る
國
民
所
得P
支
出
が
決
定
さ
れ
る
。
以
上
の
國
民
所
得
の
支
出
割
當
過
程

こ 

•

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

 .

 •

 

. 

•

 

t 
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•
-
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.
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、
 

.

を
躕
示
す
れ
ば
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

.

.

V

'

'

张欲済経肪國1
民• 軍

f . m ■5E1十

I 
倡

；

x
 

臂

幣

創

襄

國
防
經
濟
.下
に
於
て
は
、
國
民
所
得
の■軍
需
"
k
需
、'
.投
資
へ
の
割
當
は
相
互.に
正
し
き
關
係
に
置
か
れ
な
け
れ
ば'な
ち
ぬ
。
特
に

- 

, 

,

.

.

.
■

 

.

戰
時
下
に
あ
つ
て
は
、
國
民
所
得
を
出
來
る
だ
け
軍
需
，に
振
り
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

'。
そ
の
爲
第i

に
國
家
支
出
の
内
で.も
國
防
費
、 

以
外
の
普
通
：の
行
政
費
は
出
來.得
る
限
り
削
減
さ
れ
な
け
れ•ば
•な
ち
ぬ
。.
第l

i

に
民
需
の
抑
制
も
不'可
避
的
で
.あ

る

が

、
勿
論
と
^

杧

バ
_
防
經
濟
欲
求
の̂
達
. 

: 

. 
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.

の̂
限
界
が
あ
り
，
こ
の
限
界
を
越
ぇ..る
時
は
長
期
間
に
は
國
民
の
抗
戰
カ
低
下
を
惹
_き
起
：す
«
第
三
.に
投
資
は
戰
時
欲
求
へ
の 

座
產
轉
換
に
伴
ひ
、1.

方
.爲

：

て

塡

補

投

資

の

：

中止が行はれる資材、

機
減
等
を
供
給
す
名
諸
生
產
財
產
業
に
擴
張
投
資
が
行
は
れ
る

か

ち”

消
費
抑
制
と
異
な
り-'

.
-
,
>.國
民
所
得
中
投
資
に
當
て
ら
れ
る
全
體 

の
額
を
制
限
.す

る
？:
と
は
頗
る
困
雛
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
國
民
所
得
の
.內
軍
需
.に
割
當
.て
得
る
_最
高
限
界
は
次
の
式
を
以
つ
て
表
は1 

得
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
又
ィ
エ
ヒ
ト
の
說
く
如
く
國
民
所
得
か
ら
戰
費
調
達
の
可
能
量
を
測
定
す
る
手
段
に
も
な
り
#
る
の
で
あ 

i
o
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.
扨
て
國
民
所
得
が
軍
需
、
民
需
、
投
資
等
の
諸
國
防
經
濟
欲
求
に
割
當
て
ら
れ

X
ば
、
次
に
こ
抓
等
欲
求
を
充
足
す
可
き
財
貨
を
獲 

得
す
る
爲
に
、
，貨
幣
購
買
力
と
し
て.の
國
民
所
得
が
支
出
さ
れ
る
。
第
一に
軍
需
に
當
て
ら
れ
る
貨
幣
購
買
力
は
軍
需
產
業
に
支
出
さ 

れ
，
更
に
軍
需
產
業
は
そ
の
得
た
貨
幣.に
ょ
り
旣
に
社
會
的
生■產
物
と
し
て
生
產
さ
れ
て
ゐ
る
坐
產
財
竝
び
に
消
費
財

(

從
つ
て
勞
働 

力
，

)

を
購
入
し
'
軍
需
品
を
生
產
す
る
。■第
二
に
民
需
に
當
て
ら
れ
る
貨
幣
購
買
力
は.民
需
產
業
に
支
出
さ
れ
、
更
に
民
需
產
業
は
旣 

に
生
產
さ
れ
て
ゐ
る
生
產
財
及
び
消
費
財

(

從
つ
'て
勞
働
力〕

を
購
入
し
、
民
需
品
を
生
產
す
る
。
第
三k
.投

資

に

當

て

ら

る

可

き

貨

' -
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, 

:•
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■
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.

.

.

.

. 

• 

t 

.
 

r

幣
購
買
力
は
、
成
可
く
民
需
產
業
ベ
の
投
資
を
抑
制
し
、
軍
需
產
業
ベ
と
檢
下
さ
れ
る

。

.
’

.

然
し
投
資
に
當
て̂

石
可
ぎ
貨
幣
購
貿
ヵ
は
取
に
軍
需
產
業
に
投
卞
ざ
れ
^

に
^

ど
ま
ら
ず
、
更
に
輸
出
產
業
に
も
投
下
さ
れ
る
。

今ゼ它=へそV  へ約^ず仗  へ吐* イ“  ぶ: 印ャ饭

句
と
な
れ
ば
>
如
^
な
る
國
民
經
濟
と
雖
も
完
全
：に
自
給
自
足
の
.狀
態
に
あ
る
こ
と
は
な
く、
. 

I

定

の

原

料

、

資

材

、
..機

械

等

を

缺

く 

が
故
に
、
ヒ
れ
等
の
輸
入
を
確
保
せ
ん
が
爲
に
輸
出
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

-̂
ぬ
が
ら
で
あ
る
。
戰
時
に
於
け
る
輸
入
確
保
の
可
能
性

. 
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. 

• 

、
. 

;
• 

r 

.
 

.

.

. 

* 

•
.
.
.

は
第
一
に
そ
の
必.要
と
す
る
原
料
其
他
を
輸
出
せ
ん
と
す
る
中
立
國
が
存
在
す
る
か
否
か
、
；
更
に
敵
國
が
經
濟
戰
の
軍
事
的
、
經
濟
的

- 

’
 

.

.

.

.

. 

.

■ 

-

手
没
を
用
ひ
て
そ
の
供
給
を
阻
止
し
得
る
が
否
か
'に
掛
つ
.て
ゐ
.る
。
第
二
に
そ
の
輸
入
代
價
を
調
達
し
得
る
か
否
か
に
掛
つ
て
ゐ
る
。 

勿
論
輸
人4

®

の
調
達
法
と
し
て
は
、
輸
出
の
外
に
貿
易
外
受
取
勘
定
、
外
國
ょ
り
の
借
入
、
.金
乃
至
海
外
投
資
の
處
分
が
理
論
上
擧

- 

r 

< 

' 

... 

' 

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

 

.

, 

,

げ
ら
れ
る
。.然
し
實
際
に
は
今
日
戰
時
に
輸
出
の
み.が
殆
ん
ど
唯I

の
.輸
入
代
價
の
.調
達
法
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
益
之
經
濟
總
力

•
• 3
-

.

 

. -

 

• 

•

 

.

.

.

 

-

 

•

 

1
 

.

 

,

戰
が
尖
鋭
化
さ
れ
て
來
た
結
果
，
國
際
的
に
商
品
の
缺
乏
が
現
は
れ
，
最
早
多
く
の
.中
立
國
は
輸
入
に
對
し
て
の
み
輸
出
を
な
さ
ん
と

す
る
態
度
を
示
す.：に
.至
つ
て
ゐ
.る
.か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
輸
出
は
今
日
第

一

次
の
戰
爭
手
段
で
あ
り
"

輸
出
の
促
進
は
戰
時
經
濟
の
緊

•
 

-
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•
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ノ
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急
の
課
題
であ
る

。

即
ち
箪
需
產
業
の
坐
產
能
率
の
引
上
と
竝
ん
で
輸
出
：の
維
持
が
最
も
重
要
な
課
題

.と
な
る
。
通
商
を
維
持
し
得
る

中
立
國
に
對
す
る
販
寶..の
可
能
性
は
、；
國
際
的
に
商
品
の
缺
乏
し
て
ゐ
る
結
锻
、
現
在
頗
る
有
望
で
あ
る
。
だ
が
事
實
輸
出
に
と
つ
て

は

、
第

一

に

坐.活

必

需

商

品

の

.み

が

問

題

と

な

る

の

で

あ

り

、

特
に
主
要
な
食
料
ロBn
、

工
業
用
原
料
乃
至
精
密
な
機
械
、
光
戰
默
具
、

化
學
製
品
等
で
、
同
時
に
軍
需
產
業
の
生
產
に
も
必
要
ど
さ
れ
る
物
の

.み
で
^
る
，。

こ
れ
：に

反

し

所

謂

奢

侈

品

は

、
中

立

國

に

於

け

る

輸
入
制
限
、
禁
止
等
に
ょ
り
、
飱
ん
ど
そ
の.輸
出
は
不
可
能
で
あ
る
。
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S
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一

右
の
經
濟
諸
钦
求
充
足
の
爲
に
貨
幣
購
買
力
が
各
種
產
業
へ
吏
出
さ
れ
る
過
程
を
圖
示
す
れ
ば
、

.次

.の
如
く
で

.あ
る
。

.

J

と
こ
ろ
で
眾
需
產
業
の生
產
物
は
軍
需
品
と
し
て國
家
の
.手
に
.歸

：し

ー

そ

し

て

こ

れ

は

消

耗

さ

れ

 
>
國
民
經
濟
の
苒
生
產
過
程
か
ら

.
 

「  

L.
 

.

.

.

. 

-

_

■

.

,

脫
得
し
て
行
く
こ
と
は
，、
，旣.に
屢
e
說
明
し
た
。
. 一.方
.民
需
產
業
の
生
產
物
は
生
糜
財
乃
至
消
費
財
の
姿
を
と
り
、
後
者
は
生
活
資
料

.
• 

• 

» 

.
/
• 

• 

. 

' 

• 

. 

>•

と
し
て
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
よb
勞
働
力
を
苒
生
虛
，し.？
こ
れ
に
よ
.つ
て
曾
つ
て
消
費
さ
れ
た
國
民
經
濟
の
生
產
力
を
補
塡
す
る
•
更 

に
輸
出
產
業
の
度
鹿
物
は
と
れ
を
外
國
に
輸
出
し
、
こ
：れ
に
よ
つ
て
自
國
內
で
坐
產
し

'得
ざ
、る
生
産
財
乃
至
消
費
財
を
輸
入
し
、
同

樣.

に
消
費
さ
れ
た
國
民
經
濟
の
生
產
力
を
補
塡
す
る
。
へ

.
へ

 

:

. 

- 

■ 

.

.
*.

.
以
上
述
ベ
來
つ
た
國
防
經
濟
欲
求
の
調
達
過
程
と
t
 

.
て
.の
國
民
經
•
濟め
..再
生
產
過
程
.を
一
括
し
て
®
示

す

れ

ば

、
，
.次

の

如

く

な

る

。
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分費

U

度

fk

家 m

化

m 倡 m

訊
治

入 税 j

m m m

'然
し
乍
ら
'斯
か
る
國
民
經
濟
の
稗
生
産
過
程
に
於
て
は
、
軍
需
產
業
％
通
じ
不
斷
に
生
產
力
の
一
部
が
脫
落
し
て
行
く
故
、
.縮
少
再

坐
產
の
茲
礎
傾
向
が.存
す
る
。

こ
の
基
礎
傾
向
を
止
揚
し
、
挥
生
產
過
程
を
維
持
し
、
國
防
經
濟
欲
求
と
そ
の
調
達
の
持
續
的
調
和
を

• 

• 

■ 

•

圖
る
こ
と
が
次
に
問
題
と

.な
る
9
こ
の
持
續
的
調
和
を
目
指
し
て
國
防
經
濟.の
遇
生
產
過
程
は
如
何
に
權
成
さ
る
可
き
か
は
次
め
機
會 

.
に

論

述

す

る

。
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